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ごごああいいささつつ  

 

 弘前は５高等教育機関をはじめ、多くの高等学校などが存在する文字通りの学

都ですが、単に学生が多いだけでなく、弘前は「学都」と呼ばれるに相応しい風

格のある街だと、他の街との比較ではなく、そう思います。加えて、学生は自転

車があれば何処にでも行くことができ、「大学コンソーシアム学都ひろさき」の

活動も弘前ならではの利点を活用して一層活発になるものと期待しています。 

 弘前の利点はそれにとどまるものではありません。弘前市からはコンソーシ

アムの活動に予算面や活動面での支援をいただいており、また、市民の皆さんの

多大な協力をいただいています。なにより、大学に対する市民の期待にも大きな

ものがあると思いますので、大学としても地域との連携による教育研究の在り

方を追究することに大きな価値を置いています。 

 いつも申し上げていることですが、特に大学における教育研究は多様でなけ

ればなりません。一大学の努力だけではなく、コンソーシアムを主体として地域

の自治体や企業、団体の皆さんと連携して活動できることは、「学都ひろさき」

に拠点を置く私たち５高等教育機関にとって大きなアドヴァンテージです。そ

のことを最大限に活用して、未来社会を担う人材の育成に邁進していければと

願っています。 

「大学コンソーシアム学都ひろさき」の活動を多くの方々に知っていただい

て、引き続きご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

  

 

令和７年３月 

大学コンソーシアム学都ひろさき会長 

国立大学法人弘前大学 

学長   
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共通授業 

共共通通授授業業  
  

 

１１．．共共通通授授業業ととはは  

「地域の課題を理解し、地域の発展を考える」をテーマに、地域の課題を具体的に理解しその

解決について自ら考えることが出来る人材を育成することを目的に、オムニバス形式で開講して

いる。本講義は平成２５年度から開講しており今年で１２年目となる。  

また、平成２８年度から本コンソーシアム加盟大学の弘前学院大学、柴田学園大学、弘前大学

の３大学で本授業を単位として認定している。 

  

  

２２．．概概要要  

  ○テーマ 

  地域の課題を理解し、地域の発展を考える。 

 ○目的 

  青森の地域課題の解決や資源の活用の先行事例を学び、その意義や限界を理解し、地域課題

の解決や資源の活用に関するプロジェクトを企画・実施できるようになること。 

○内容 

１日１課題（テーマ）とし、担当教員、弘前市職員、民間企業社員等が地域の様々な課題に

ついて講義を行い、その解決策についてのグループディスカッションやグループワーク、フィ

ールドワーク等を行い発表する。 

○対象・定員 

 弘前学院大学、柴田学園大学、弘前大学の学生５５名程度 

○日時・授業数 

 令和６年８月２０日（火）、２１日（水）、２２日（木） 

９時３０分～１８時２０分 

１５コマ（１コマ９０分×５コマ×３日間） 

○会場 

 ヒロロ４階 市民文化交流館ホール（３日間共通） 

 

 

３３．．受受講講者者数数  
 

 ２０日 ２１日 ２２日 

弘前学院大学 １８名 １８名 １８名 

柴田学園大学 ２２名 ２２名 ２１名 

弘前大学 ６名 ５名 ６名 

計 ４６名 ４５名 ４５名 

 

  

令和６年度の募集チラシ 
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共通授業 

４４．．各各日日のの授授業業  

（（１１））８８月月２２００日日（（火火））    

テーマ 性の多様性と学校教育 

概要 

性に関わる現状と課題や学校教育での取り組みなどを通して、自身を含めた

人々の性の多様性と豊かさに対して理解を深める。自分たちが暮らす弘前市の取

り組みを踏まえ、これからの地域社会をどのように造り支えていくか、大学生と

して考える機会とする。 

担当教員 弘前大学教育学部 教授 新谷 ますみ  

ゲスト 

スピーカー 
弘前市企画部企画課ひとづくり推進室 主幹 堤 緑 

協力 

教職員等 
弘前大学男女共同参画推進室 助教 山下 梓 

授業の流れ 

【１コマ目】９時３０分～１０時５０分 

・導入アイスブレイク＆自己紹介 

今ハマっているもの、各自の大学名、氏名、学年について 

・グループ内の役割決め、ディスカッションの進め方と発表の仕方 

・性の発達と課題（講義） 

【２コマ目】１１時００分～１２時２０分 

・学校における性に関する教育内容と現状（講義） 

・グループディスカッション 

学校における性に関する教育の問題について考える 

【３コマ目】１３時２０分～１５時２０分 

・性の多様性と人権（講義） 

 ・グループワーク 

「マイノリティー」について考える 

【４コマ目】１５時３０分～１６時３０分 

・弘前市のパートナーシップ制度の取り組み 

【５コマ目】１６時４０分～１８時２０分 

・グループディスカッション 

これからの性の学びと社会の取り組み 

・全体発表、講評 
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共通授業 
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共通授業 

授業の様子 

 

１コマ目 ～アイスブレイク＆自己紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～性の発達と課題～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２コマ目 ～学校における性に関する教育の問題について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性の発達と課題について講義

する新谷先生 

新谷先生の講義をもとにグループ

で性教育について議論する学生 

今ハマっているものや好きなも

のなどについて話し合いながら、

班活動を楽しむ様子 
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共通授業 

授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３コマ目 〜性の多様性と人権〜 

 

                   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性の多様性と人権について 
講義する山下先生 

グループワークで紙飛

行機を作る学生たち 

紙飛行機が舞う会場 
このワークでマジョリ

ティ・マイノリティ性

について考えを深めた 

グループワークを経て気づいた性

教育の課題を発表する学生の様子 
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共通授業 

授業の様子 
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共通授業 
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講義を聴講しメモを取る 
学生の様子 

弘前市のパートナー

シップ制度について

説明する堤講師 

これからの性教育と社会

についてグループで議論 
する様子 

新谷先生と話し合いなが

らグループワークを進め

ることも 
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共通授業 

授業の様子 

～最終発表～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループディスカッショ

ンを通して考えたことを

全体に発表している様子 

ここまでの授業に関して

講評を行う新谷先生 

グループメンバーを拍

手で称えて一日目の授

業が終了 
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共通授業 

授業の様子 

～最終発表～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループディスカッショ

ンを通して考えたことを
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ここまでの授業に関して

講評を行う新谷先生 

グループメンバーを拍

手で称えて一日目の授

業が終了 

共通授業 

  

  

  

  

  

（（２２））８８月月２２１１日日（（水水））  

まとめ  

共通授業１日目は、性教育に関わる学校教育の現状や社会の取り組みについて

考える授業だった。 
 授業に参加した学生は、初日ということもあり緊張するかと思われたが、授業

の始まりにアイスブレイクを行ったおかげか、和やかな雰囲気で活動できていた

ように見えた。いくつかのグループワークを通して徐々に仲が深まっていったよ

うで、発表時のグループワークでは笑顔が見られることも多かった。 
講義では、新谷先生の養護教諭としての知見を基に、学校における性教育の現

状や課題について効果的に分析されていた。聴講する学生たちにこれまで受けて

きた性教育について意識を把握するなど、性教育に関する話題を自分事にさせる

ような授業の進行もあって、学生も集中して取り組めていたのではないだろう

か。また、弘前大学男女共同参画推進室の山下先生や弘前市企画部企画課ひとづ

くり推進室の堤講師など、専門家による講義も内容が充実しており、性の多様性

や市の取り組みについて深い学びを得ることができたと思われる。 

一日の講義やグループワークを通して、性に関わる意識について自身を振り返

るとともに、これからの学校や社会に何ができるか考える機会になっただろう。

また、学生の声にあったように、普段考えることのない事柄について考えを巡ら

せる貴重な体験ができたのではないか。 

テーマ 地域イノベーションをデザインする 

概要 

地域イノベーションとは地域の人が主体となって地域資源を活用して開発した

革新的なモノやサービスであり、学生が主役になりうる可能性を秘めた分野であ

る。講義やグループワークを通し、青森県や弘前市といった地域に関する地域資

源に目を向け、長所や短所を分析し実践しながらイノベーションを学ぶことで、

地域について考えを深めてもらう機会とする。 

担当教員 柴田学園大学生活創生学部 特任教授 市田 淳治  

ゲスト 

スピーカー 
弘前市商工部産業育成課 主事 楠 桃子 

協力 

教職員等 
柴田学園大学生活創生学部 教授 兼平 拓道 
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共通授業 

授業の流れ 

【１コマ目】９時３０分～１１時００分 

・イノベーションを学ぶ意義 

 ～産業イノベーションの現状と課題～ 

【２コマ目】１１時１０分～１２時４０分 

 ・市民社会イノベーションの現状と課題 

【３コマ目】１３時３０分～１５時００分 

 ・イノベーションデザインのケーススタディと手法 

【４コマ目】１５時１０分～１６時４０分 

・グループワーク 

イノベーションデザイン演習 

【５コマ目】１６時５０分～１８時２０分 

・プレゼンテーション、講評 

授業の様子 

１コマ目 ～イノベーションを学ぶ意義～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノベーションについて

説明する市田先生 

講義で学んだ分析の

手法を実践する学生 
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共通授業 

授業の流れ 

【１コマ目】９時３０分～１１時００分 

・イノベーションを学ぶ意義 

 ～産業イノベーションの現状と課題～ 

【２コマ目】１１時１０分～１２時４０分 

 ・市民社会イノベーションの現状と課題 

【３コマ目】１３時３０分～１５時００分 

 ・イノベーションデザインのケーススタディと手法 

【４コマ目】１５時１０分～１６時４０分 

・グループワーク 

イノベーションデザイン演習 

【５コマ目】１６時５０分～１８時２０分 

・プレゼンテーション、講評 

授業の様子 

１コマ目 ～イノベーションを学ぶ意義～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノベーションについて

説明する市田先生 

講義で学んだ分析の

手法を実践する学生 

共通授業 

授業の様子 

 

２コマ目 ～市民社会イノベーションの現状と課題～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３コマ目 ～イノベーションデザインのケーススタディと手法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義を聴講する学生 
たちの様子 

 

市民社会イノベーション

について弘前市の事例と

照らし合わせて講義する

楠講師 

講義を聴講しメモを取る学生

たちの様子 

イノベーションデザインに

ついて講義する兼平先生 
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共通授業 

授業の様子 

 

４コマ ～イノベーションデザイン演習～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兼平先生からアドバイ

スを受けながら案をま

とめていく場面も 

話し合った案を模造紙に

まとめていく学生たち 

イノベーション案についてグ

ループで議論する様子 

話し合った考えを付箋に書き

出し案を整理していく様子 
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共通授業 

授業の様子 

 

４コマ ～イノベーションデザイン演習～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兼平先生からアドバイ

スを受けながら案をま

とめていく場面も 

話し合った案を模造紙に

まとめていく学生たち 

イノベーション案についてグ

ループで議論する様子 

話し合った考えを付箋に書き

出し案を整理していく様子 

共通授業 

 

授業の様子 

 

５コマ ～プレゼンテーション 最終発表～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ活動を踏まえて

まとめたイノベーション

案を発表する学生  
 

発表を聞く学生の様子  

発表を聞いて質問する学生

の様子  

発表について講評する市田先生と兼平先生 
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共通授業 

 

 

 

 

（（３３））８８月月２２２２日日（（木木））  

テーマ 社会的つながりとウェルビーイング 

概要 

近年取り上げられることが増えているウェルビーイングについて、社会的つ

ながりという観点から考える。この背景にあるのは、高度経済成長期以降に生じ

た、ウェルビーイングについての考え方の変化と、社会的つながりの変化であ

る。 

ウェルビーイングについての関心の高まりは近年のことであるが、同種の問

題は、2000、2010年代頃から増加した幸福度研究、さらには 1970年代に行われ

た社会指標研究においても議論されてきた。その背景にあるのは、経済成長によ

る価値観の変化である。他方、社会的つながりについては、高度経済成長期以降

に進行した個人化と、それに伴って地縁、血縁によるつながりが弱体化してき

た。このような社会的つながりを維持、促進することにも大きな意味があるが、

本講義では、そうした自然発生的なつながりを超えた社会的つながり（機能集団

的なつながり、テーマ型コミュニティ的なつながり）の意義と形成について考え

たい。 

まとめ 

共通授業２日目は、地域イノベーションの現状やデザインの方法について考え

る授業だった。 

一日を通してグループワークに多くの時間を取っていたこともあってか、学生

たちも班活動を楽しみながら授業を行うことができていたように思える。市田先

生が専門として行っている「りんごペクチンとセラミド」に関する研究などの実

例的な話から、SWOT 分析や MVVのようなイノベーションだけでなく人生設計を考

えるうえでも役に立つような手法に関する話など、専門性がありつつも自分事と

して理解しやすい内容となっていたのではないか。弘前市商工部産業育成課の楠

講師による講義では、実際に青森県や弘前市が行っているイノベーションに関す

る取り組みについて説明していただき、学生からも「身近でありながら知らなか

ったことを知れてよかった」と反応をもらったことからも有意義な時間だったと

言えるだろう。兼平先生の講義では、その後のグループワークにつながる内容を

学び、学生たちも集中して聴講していたようであった。イノベーションをデザイ

ンするグループワークでは、楽しみながらも真剣に案をまとめる姿が見受けられ、

充実した内容だったのではないか。 
一日の授業やグループワークを通して、地域の長所や短所、資源について考え

を深めたことで、学生たちはこれまでとは異なる地域の見え方に気づいたのでは

ないだろうか。また、実際に青森県や弘前市といった自分たちの地域が行ってい

る取り組みについても理解したことで、より自分事として地域を見ることができ

るようになっただろう。 
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共通授業 

 

 

 

 

（（３３））８８月月２２２２日日（（木木））  

テーマ 社会的つながりとウェルビーイング 

概要 

近年取り上げられることが増えているウェルビーイングについて、社会的つ

ながりという観点から考える。この背景にあるのは、高度経済成長期以降に生じ

た、ウェルビーイングについての考え方の変化と、社会的つながりの変化であ

る。 

ウェルビーイングについての関心の高まりは近年のことであるが、同種の問

題は、2000、2010年代頃から増加した幸福度研究、さらには 1970年代に行われ

た社会指標研究においても議論されてきた。その背景にあるのは、経済成長によ

る価値観の変化である。他方、社会的つながりについては、高度経済成長期以降

に進行した個人化と、それに伴って地縁、血縁によるつながりが弱体化してき

た。このような社会的つながりを維持、促進することにも大きな意味があるが、

本講義では、そうした自然発生的なつながりを超えた社会的つながり（機能集団

的なつながり、テーマ型コミュニティ的なつながり）の意義と形成について考え

たい。 

まとめ 

共通授業２日目は、地域イノベーションの現状やデザインの方法について考え

る授業だった。 

一日を通してグループワークに多くの時間を取っていたこともあってか、学生

たちも班活動を楽しみながら授業を行うことができていたように思える。市田先

生が専門として行っている「りんごペクチンとセラミド」に関する研究などの実

例的な話から、SWOT 分析や MVVのようなイノベーションだけでなく人生設計を考

えるうえでも役に立つような手法に関する話など、専門性がありつつも自分事と

して理解しやすい内容となっていたのではないか。弘前市商工部産業育成課の楠

講師による講義では、実際に青森県や弘前市が行っているイノベーションに関す

る取り組みについて説明していただき、学生からも「身近でありながら知らなか

ったことを知れてよかった」と反応をもらったことからも有意義な時間だったと

言えるだろう。兼平先生の講義では、その後のグループワークにつながる内容を

学び、学生たちも集中して聴講していたようであった。イノベーションをデザイ

ンするグループワークでは、楽しみながらも真剣に案をまとめる姿が見受けられ、

充実した内容だったのではないか。 
一日の授業やグループワークを通して、地域の長所や短所、資源について考え

を深めたことで、学生たちはこれまでとは異なる地域の見え方に気づいたのでは

ないだろうか。また、実際に青森県や弘前市といった自分たちの地域が行ってい

る取り組みについても理解したことで、より自分事として地域を見ることができ

るようになっただろう。 

共通授業 

担当教員 弘前学院大学社会福祉学部 教授 藤岡 真之 

ゲスト 

スピーカー 
弘前市市民生活部市民協働課 主幹兼係長 菊池 景子 

授業の流れ 

【１コマ目】９時３０分～１１時００分 

・ウェルビーイングと社会的つながり（講義） 

  ウェルビーイングについて、その内容・背景等を理解し、ウェルビーイング

の重要な要素の一つである社会的つながりとの関係を理解する。 

【２コマ目】１１時１０分～１２時４０分 

・社会的つながりの種類と変化（講義） 

 社会的つながりの種類、およびその変化について理解し、テーマ型コミュニ

ティ的な社会的つながりの意義を理解する。 

【３コマ目】１３時３０分～１５時００分 

・弘前市の事例 

 「市民参加型まちづくり 1％システム」について市民協働課職員に説明して

いただく。このような具体的な事例を知ることで、学生には、テーマ型コミ

ュニティ的な社会的つながりの意味について、より深く理解してもらう。 

【４コマ目】１５時１０分～１６時４０分 

・グループワーク 

 社会的つながりを形成するための具体的方法を考える 

①個人化、テーマコミュニティについて、グループ内でそれぞれの意見を出

し、発表する 

②あったらいいなと思うテーマコミュニティを具体的に考える 

【５コマ目】１６時５０分～１８時２０分 

 ・発表と質疑 

  ①発表・グループ間での検討 
②質疑応答 
③講評・総括 
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共通授業 

授業の様子 

１コマ目 ～ウェルビーイングと社会的つながり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２コマ目 ～社会的つながりの種類と変化～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義を聴講しメモを取る 
学生たちの様子 

ウェルビーイングと社会的つな

がりについて講義する藤岡先生 

スライドを用いた講義の様子 

講義が行われている会場の様子 
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共通授業 

授業の様子 

１コマ目 ～ウェルビーイングと社会的つながり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２コマ目 ～社会的つながりの種類と変化～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義を聴講しメモを取る 
学生たちの様子 

ウェルビーイングと社会的つな

がりについて講義する藤岡先生 

スライドを用いた講義の様子 

講義が行われている会場の様子 

共通授業 

授業の様子 

３コマ ～弘前市の事例紹介「市民参加型まちづくり 1％システム」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４コマ ～社会的つながりを形成するための具体的方法を考える～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民参加型まちづくり 1％

システム」について説明する

菊池講師 

弘前市の取り組みについて

質問・意見を述べる学生の

様子 

学生からの質疑に答える菊池講師 

個人化、テーマコミュニテ

ィについてグループで議論

する様子 

グループワークで出た意見を

発表する学生の様子 
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共通授業 

授業の様子 

５コマ ～最終発表～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の発表に対してコメント

する藤岡先生 

プロジェクターを用いて発表している様子 

発表に対して質問する学生の

様子 

質問に回答する学生の様子 
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共通授業 

授業の様子 

５コマ ～最終発表～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の発表に対してコメント

する藤岡先生 

プロジェクターを用いて発表している様子 

発表に対して質問する学生の

様子 

質問に回答する学生の様子 

共通授業 

まとめ 

共通授業３日目は、社会的つながりとウェルビーイングについて考えを深め

る授業だった。 
昨日と同じグループということもあり、すでに仲が深まった班で活動できた

ことで、学生たちに緊張は感じられず活発に授業を行うことができたように思

える。藤岡先生による講義では社会的つながりとウェルビーイングの関係性や

個人化、テーマコミュニティといった概念について、サークルや家族関係など学

生にも分かりやすい視点から説明していただき、学生たちにも伝わりやすい内

容となっていたのではないか。弘前市市民生活部市民協働課の菊池講師による

「市民参加型まちづくり 1％システム」の説明では、学生団体も参加していると

学んだからか、学生からのコメントで「自分も挑戦してみたいと思った」といっ

た反応があり、学生たち自身も今回の講義が印象に残ったのではないだろうか。

グループワークでは「あったらいいと思うテーマコミュニティ」について発表

し、ユニークなものから実現度の高いものまで、様々なアイデアが生まれてい

た。グループワークを通してテーマコミュニティがもたらす社会的意義まで考

えを深めることができていたように思う。 

一日の講義やグループワークを通して、自分たちの幸福にテーマコミュニテ

ィをはじめとした社会的つながりがどう関係しているのか、個人化とはどのよ

うな現象なのかを学び、物事の多面性や人によってものの感じ方が全く違うと

いうことに気づかされたのではないだろうか。 
  

５５．．単単位位認認定定者者  

   ○弘前学院大学：１７名 

○柴田学園大学：２２名 

○弘前大学  ： ６名 
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共通授業 

６６．．授授業業アアンンケケーートト    

 

 

 

 

【今年度の各授業について】 
 

○なぜ授業に参加しましたか。(複数回答可)  

 
○１日目テーマ「性の多様性と学校教育」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２日目テーマ「地域イノベーションをデザインする」について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答数 

１．よかった ３８ 

２．普通 ２ 

３．よくなかった ０ 

４．無記入 ０ 

計 ４０ 

  回答数 

１．よかった ３３ 

２．普通 ６ 

３．よくなかった ０ 

４．無記入 １ 

計 ４０ 

○アンケート実施日 ８月２２日（木） 
○回答者数／出席者数 ４０名／４６名 
○回答率 ８６．９６％ 
 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

授業のテーマに関心があったから（18％）

弘前市の活性化に興味があったから（15％）

自分の視野を広げたかったから（15％）

授業の単位が取れるから（88％）

大学コンソーシアム学都ひろさきに興味があったから（0％）

大学教員が勧めたから（20％）

友人から誘われたから（20％）

他大学の学生と交流したかったから（25％）

その他（3％）

（人） 

よかった

95%

普通

5%

よかった

82%

普通

15%

無記入

3%
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共通授業 

６６．．授授業業アアンンケケーートト    

 

 

 

 

【今年度の各授業について】 
 

○なぜ授業に参加しましたか。(複数回答可)  

 
○１日目テーマ「性の多様性と学校教育」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２日目テーマ「地域イノベーションをデザインする」について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答数 

１．よかった ３８ 

２．普通 ２ 

３．よくなかった ０ 

４．無記入 ０ 

計 ４０ 

  回答数 

１．よかった ３３ 

２．普通 ６ 

３．よくなかった ０ 

４．無記入 １ 

計 ４０ 

○アンケート実施日 ８月２２日（木） 
○回答者数／出席者数 ４０名／４６名 
○回答率 ８６．９６％ 
 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

授業のテーマに関心があったから（18％）

弘前市の活性化に興味があったから（15％）

自分の視野を広げたかったから（15％）

授業の単位が取れるから（88％）

大学コンソーシアム学都ひろさきに興味があったから（0％）

大学教員が勧めたから（20％）

友人から誘われたから（20％）

他大学の学生と交流したかったから（25％）

その他（3％）

（人） 

よかった

95%

普通

5%

よかった

82%

普通

15%

無記入

3%

共通授業 

○３日目テーマ「社会的つながりとウェルビーイング」について 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

○授業を通して地域の課題に興味を持ちましたか。 
 

 

 

 

 

 

 

◯あなたが考える地域の課題を記入してください。（一部抜粋） 
 

・少子高齢化 

・若者の地元離れ 

・県外への人口流出 

・就職先の少なさ 

・学べる学問、分野の少なさ 

・店の大量閉店 

・農家の高齢化 

・地域の活性化が進まない 

・市民が地域に参加しようとする意識が少ないこと 

・市役所の活動を知っている市民が少ないこと 

・働き盛り世代が少ない 

・企業が少ない 

 

 

 

 

  回答数 

１．よかった ３１ 

２．普通 ６ 

３．よくなかった ０ 

４．無記入 ３ 

計 ４０ 

 回答数 

１．はい ３７ 

２．いいえ ２ 

３．無記入 １ 

計 ４０ 

よかった

77%

普通

15%

無記入

8%

はい

92%

いいえ

5%
無記入

3%
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共通授業 

○グループディスカッション・発表の時間割り振り等について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来年度の授業について】 
 

○開催時期について、あなたが望ましいと思う時期について答えてください（複数回答可） 

 

 

○開催形式について、あなたが望ましいと思う開催形式について答えてください（複数回答可） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  回答数 

１．よかった ３２ 

２．どちらでもない ６ 

３．改善した方がよい １ 

４．無記入 １ 

計 ４０ 
よかった

79%

どちらで

もない

15%

改善した方がよい

3%
無記入

3%

（人） 

（人） 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

４～７月（15％）

夏休み中（85％）

１０～１２月（5％）

１～３月（3％）

冬休み中（0％）

0 5 10 15 20 25 30 35

毎週開催（平日）（10％）

毎週開催（土曜）（5％）

隔週開催（土曜）（5％）

3日間程度の集中講義形式（83％）
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共通授業 

○グループディスカッション・発表の時間割り振り等について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来年度の授業について】 
 

○開催時期について、あなたが望ましいと思う時期について答えてください（複数回答可） 

 

 

○開催形式について、あなたが望ましいと思う開催形式について答えてください（複数回答可） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  回答数 

１．よかった ３２ 

２．どちらでもない ６ 

３．改善した方がよい １ 

４．無記入 １ 

計 ４０ 
よかった

79%

どちらで

もない

15%

改善した方がよい

3%
無記入

3%

（人） 

（人） 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

４～７月（15％）

夏休み中（85％）

１０～１２月（5％）

１～３月（3％）

冬休み中（0％）

0 5 10 15 20 25 30 35

毎週開催（平日）（10％）

毎週開催（土曜）（5％）

隔週開催（土曜）（5％）

3日間程度の集中講義形式（83％）

共通授業 

○開催時間について、あなたが望ましいと思う時間について答えてください（複数回答可） 

 

 

○今回の講義内容・形式の場合、同級生や後輩に勧めますか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○これまでに他大学の学生と、授業や課外活動などを通じて、交流を図ったことはありますか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30 35

平日午前（73％）

平日午後（45％）

平日夜（１８：００以降）（8％）

土曜午前（15％）

土曜午後（5％）

土曜夜（１８：００以降）（5％）

その他（8％）

  回答数 

１．はい ３６ 

２．いいえ ３ 

３．無記入 １ 

計 ４０ 

  回答数 

１．はい １１ 

２．いいえ ２９ 

３．無記入 ０ 

計 ４０ 

（人） 

はい

90%

いいえ

7%

無記入

3%

はい

27%

いいえ

73%
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共通授業 

○今後も他大学の学生と交流を図っていきたいと思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯授業の感想や要望、意見等（一部抜粋） 

良かった点 

・大学で専門外のことを学ぶ機会は少ないので他の人と意見交換しながら学べてよかった。講義

のスライドや資料が渡って分かりやすい。 

・最初は緊張したけど一緒に活動するうちに緊張が解け楽しかったし達成感を感じた。 

他大学の学生と関わることがなかったが、三日間で仲良くなれた・交流が広がった。 

・普段は学習しない分野について自他校の教授や実際に働いている市役所の方の話を聞けて面白

かった。既習の分野についても新しい角度や考えを改めるきっかけとなり良い機会だと感じた。  

・他大学と交流でき自分が学ぶ以外の分野を学ぶことができ自分の視野が広がった。 

１０班もあるため自分たちでは思いつかなかった意見がたくさんあり面白かった。  

自分が誰とでも喋れることを再認識できたし、１日目に関しては大変勉強になった。 

・地域の良い点、悪い点を見つけられた。  

・グループワークを通して他大学の学生と関わることができた。大学の授業では学ぶことのでき

ない内容を学ぶことができた。  

・様々な視点からの授業を受けることができた。  

・他者の意見も聞くことで、自分の視野を広げ、考えを改めることができたのが良かった。 

地域の課題を深く考え、どうしたら解決できるのかという普段は考えないようなことを考える

良い機会になった。 

 

良くなかった点 

・班を三日間変えてほしい。レポートのクラスルームやメールで質疑応答ができるようにしてほ

しい。 

・時間が長引いた。履修登録時にテーマを知りたい。５コマ×３が体力的にきつい。 

・電子媒体による資料は事前に配ってほしい。 

・自分の班以外の人とももう少し交流できる機会を設けたらいいのではないか。 

・内容が難しい。グループディスカッションが思いのほか少ない。 

・自分の意見を伝えるのが苦手な人もいるので、例えばスマホで意見を伝えられるシステムがあ

ればよいと感じた。 

・会場内のネット環境が悪く資料を手元に置きながら授業を受けられなかった。 

・スライドが見にくい席が多い。 

・手元に資料があった方が資料を見ながらメモを取ることができるがスクリーンを見ながらだと

メモを取りづらかった。 

  回答数 

１．はい ３１ 

２．いいえ ０ 

３．どちらともいえない ９ 

４．無記入 ０ 

計 ４０ はい

77%

どちらともい

えない

23%
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共通授業 

○今後も他大学の学生と交流を図っていきたいと思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯授業の感想や要望、意見等（一部抜粋） 

良かった点 

・大学で専門外のことを学ぶ機会は少ないので他の人と意見交換しながら学べてよかった。講義

のスライドや資料が渡って分かりやすい。 

・最初は緊張したけど一緒に活動するうちに緊張が解け楽しかったし達成感を感じた。 

他大学の学生と関わることがなかったが、三日間で仲良くなれた・交流が広がった。 

・普段は学習しない分野について自他校の教授や実際に働いている市役所の方の話を聞けて面白

かった。既習の分野についても新しい角度や考えを改めるきっかけとなり良い機会だと感じた。  

・他大学と交流でき自分が学ぶ以外の分野を学ぶことができ自分の視野が広がった。 

１０班もあるため自分たちでは思いつかなかった意見がたくさんあり面白かった。  

自分が誰とでも喋れることを再認識できたし、１日目に関しては大変勉強になった。 

・地域の良い点、悪い点を見つけられた。  

・グループワークを通して他大学の学生と関わることができた。大学の授業では学ぶことのでき

ない内容を学ぶことができた。  

・様々な視点からの授業を受けることができた。  

・他者の意見も聞くことで、自分の視野を広げ、考えを改めることができたのが良かった。 

地域の課題を深く考え、どうしたら解決できるのかという普段は考えないようなことを考える

良い機会になった。 

 

良くなかった点 

・班を三日間変えてほしい。レポートのクラスルームやメールで質疑応答ができるようにしてほ

しい。 

・時間が長引いた。履修登録時にテーマを知りたい。５コマ×３が体力的にきつい。 

・電子媒体による資料は事前に配ってほしい。 

・自分の班以外の人とももう少し交流できる機会を設けたらいいのではないか。 

・内容が難しい。グループディスカッションが思いのほか少ない。 

・自分の意見を伝えるのが苦手な人もいるので、例えばスマホで意見を伝えられるシステムがあ

ればよいと感じた。 

・会場内のネット環境が悪く資料を手元に置きながら授業を受けられなかった。 

・スライドが見にくい席が多い。 

・手元に資料があった方が資料を見ながらメモを取ることができるがスクリーンを見ながらだと

メモを取りづらかった。 

  回答数 

１．はい ３１ 

２．いいえ ０ 

３．どちらともいえない ９ 

４．無記入 ０ 

計 ４０ はい

77%

どちらともい

えない

23%

共通授業 

７７．．授授業業のの成成果果 

今年度は、「性の多様性と学校教育」、「地域イノベーションをデザインする」、「社会的つながり

とウェルビーイング」という３テーマに関する授業を行い、３日間を通して充実した内容となっ

た。 

授業はどれも教員や市役所職員などの専門家による講義とグループワークによって構成されて

おり、新たな知識を深めながらグループでのディスカッションや発表を通すことで、より実践的

な学びを得る機会となった。 

学生からも「他大学、他学年との交流を通して自分になかった発想やものの捉え方を聞くこと

ができた」「専門外のことも深く学ぶことができた」などの感想をもらい、グループワークによっ

て他者と交流しながら身の回りの課題について考えを深めてもらうことができたと言えるだろう。

また、３テーマを通して自分自身や地域、社会など、普段見過ごしてしまうような事柄に対して

目を向けるということを経験し、学生たちも今後の学生生活に活きるような気づきを得られたの

ではないか。 

 

８８．．次次年年度度開開講講にに向向けけててのの課課題題  

  進行の時間設定に関しては、「時間通りに終了しなかったのが不満である」「もっと話し合いの

時間が欲しかった」といった旨の意見が見られたが、実際にグループでの話し合いがまとまらず

時間を延長する場面やその結果として時間通りに進行できない場面、質疑応答が駆け足になって

しまうといった場面があり、グループワークのディスカッション時間を調整するなど、授業進行

の時間設定に気を配る必要があると考えられる。 
授業の内容に関しては、「せっかく他大学の学生と集まっているのでもっとグループワークを行

いたかった」といった旨の意見があり、講義の中に小さなグループディスカッションを織り交ぜ

るなど、さらにグループで活動する機会を増やしてみてもいいのではないか。 

 最後にアンケート集計に関して、効率化のため Google Form などの機能を用いてアンケートを

集計するように変更してはどうだろうか。 

編集 
①大学コンソーシアム学都ひろさき 事務局 
②インターンシップ学生 
菅原 大嵩（弘前大学） 須郷 朱里（弘前大学） 
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インターンシップ受入 

イインンタターーンンシシッッププ受受入入  
  

１１．． 概概要要  

  ○目的 

具体的な事業運営を通じて、学生の企画立案力やマネージメント力を養うことに加え、自

治体と大学コンソーシアムが連携することの意義を模索し、地域課題の把握、地域志向力の

向上を目指す。 

 ○業務内容 

  大学コンソーシアム学都ひろさきが主催する、集中講義「共通授業」の運営業務 

・事前準備・当日運営・授業終了後処理 

 ○受入人数 

  弘前大学学生 ２名 

○期間及び時間 

 令和６年７月２９日（月）～８月３０日（金） 合計８８時間 

 

 

２２．． 業業務務内内容容  

（（１１）） 事事前前準準備備  

  ガイダンス、名刺作成、挨拶まわり、共通授業会場下見、関係者による全体打合せ参加、授業

の準備（グループ割やネームプレート、会場掲示・配布用資料の作成など）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通授業に向けた 
書類作成の様子 

 挨拶まわりの様子 

 

「共通授業」打ち合わせの様子 

会場設営、準備の様子 
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インターンシップ受入 

イインンタターーンンシシッッププ受受入入  
  

１１．． 概概要要  

  ○目的 

具体的な事業運営を通じて、学生の企画立案力やマネージメント力を養うことに加え、自

治体と大学コンソーシアムが連携することの意義を模索し、地域課題の把握、地域志向力の

向上を目指す。 

 ○業務内容 

  大学コンソーシアム学都ひろさきが主催する、集中講義「共通授業」の運営業務 

・事前準備・当日運営・授業終了後処理 

 ○受入人数 

  弘前大学学生 ２名 

○期間及び時間 

 令和６年７月２９日（月）～８月３０日（金） 合計８８時間 

 

 

２２．． 業業務務内内容容  

（（１１）） 事事前前準準備備  

  ガイダンス、名刺作成、挨拶まわり、共通授業会場下見、関係者による全体打合せ参加、授業

の準備（グループ割やネームプレート、会場掲示・配布用資料の作成など）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通授業に向けた 
書類作成の様子 

 挨拶まわりの様子 

 

「共通授業」打ち合わせの様子 

会場設営、準備の様子 

インターンシップ受入 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（２２））当当日日運運営営  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（（３３））授授業業終終了了後後  

 

 

 

  

  

  

  

  

  
インターンシップ生と事務局の方々 

授業内容をメモする様子 

授業に使用する機器をチェックする様子 

授業風景の撮影をする様子 

全体打ち合わせでの名刺交換 全体打ち合わせの様子 

インターシップ終了報告の様子 

受付をする様子 
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インターンシップ受入 

（（４４））  イインンタターーンンシシッッププ参参加加学学生生のの感感想想  

〇弘前大学人文社会科学部社会経営課程企業戦略コース３年 須郷 朱里 
 本インターンシップを通じて、自分が知らないことがたくさんあることに気づき、社会人とし

て求められる仕事をもっと学びたいという意欲が増した。 
 インターンシップの内容は、PC での資料作成、会議の準備、共通授業の会場設営など多岐にわ

たっていた。初めは PC スキルに不慣れであったが、Word と Excel を使って色々な形式の資料を

作成したことで徐々に抵抗感が薄まった。職員の方から効率的な操作方法を教えていただき、作

業の幅を広げることができた。また、講義を担当する教授方との打ち合わせでは、相手を尊重す

る、丁寧な「社会人のコミュニケーション」を間近で見ることができ、非常に参考になった。 
 分からないことを素直に聞き、主体性を持って取り組むように心掛けた。これまでの学生生活

で体験したことのない仕事が多くあり、何度も疑問点が浮かんだ。その疑問点を放置せず、自分

の学びに変えたいと思い、積極的に質問できた。PC スキルや印刷機の取り扱い方、手際の良い会

場設営の手順など、自分から質問したことで、教えていただいた内容がより一層印象に残った。 
 本インターンシップで得た社会人としての基礎力を今後の生活に活かしていきたい。また、素

直さと向上心を忘れず、勉学や仕事に向き合うことを徹底していきたい。 
 
〇弘前大学人文社会科学部文化創生課程文化資源学コース３年 菅原 大嵩 
今回、大学コンソーシアム学都ひろさきでの一か月に及ぶインターンシップを経て、ワードや

エクセルといったオフィスソフトの使い方から業務に対する姿勢など、幅広い事柄について考え

を深め、気づきを得ることができました。 
 このインターンシップでは名刺作りや挨拶回りから始まり、「共通授業」の運営のためのミーテ

ィング参加や資料・班割作成などの事前準備、当日の授業運営、事後の報告書作成まで、非常に

多種多様な業務に携わることができ、充実した時間を過ごすことができたと思います。これらの

活動を通して学んだことは数多くありますが、その中でも特に印象深いのは、「共通授業」という

一つの授業に対して、授業を担当する教員や講師の方々は勿論のこと、その教員・講師が所属す

る組織、会場となる施設の管理者の方々など、表に見えづらい部分にも協力していただいている

方々がいること、そして全員がより良い授業のためリアルタイムで試行錯誤しながら運営にあた

っているのだと気づけたことです。これは、我々学生が普段受講している講義や就活関連のイベ

ントなど、多くのことに当てはまると思います。日常的に享受しているモノ・サービス、それら

に関わる仕事についてここまで考えを深めることができたのは、多くの人と関わり合いながら運

営側という立場で実務を経験したからであり、まさにインターンシップで得られた成果と言える

のではないでしょうか。 
 最後になりますが、インターンシップを担当していただいた天坂さん、西野さん、横山さん、

事務局の皆様には大変お世話になりました。いつも優しく気にかけていただいたことで、緊張感

を保ちつつも和やかな空気で活動することができたと思います。この一か月間、皆様から多くの

ことを学ばせていただきました。改めて、ありがとうございました。 
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インターンシップ受入 

（（４４））  イインンタターーンンシシッッププ参参加加学学生生のの感感想想  

〇弘前大学人文社会科学部社会経営課程企業戦略コース３年 須郷 朱里 
 本インターンシップを通じて、自分が知らないことがたくさんあることに気づき、社会人とし

て求められる仕事をもっと学びたいという意欲が増した。 
 インターンシップの内容は、PC での資料作成、会議の準備、共通授業の会場設営など多岐にわ

たっていた。初めは PC スキルに不慣れであったが、Word と Excel を使って色々な形式の資料を

作成したことで徐々に抵抗感が薄まった。職員の方から効率的な操作方法を教えていただき、作

業の幅を広げることができた。また、講義を担当する教授方との打ち合わせでは、相手を尊重す

る、丁寧な「社会人のコミュニケーション」を間近で見ることができ、非常に参考になった。 
 分からないことを素直に聞き、主体性を持って取り組むように心掛けた。これまでの学生生活

で体験したことのない仕事が多くあり、何度も疑問点が浮かんだ。その疑問点を放置せず、自分

の学びに変えたいと思い、積極的に質問できた。PC スキルや印刷機の取り扱い方、手際の良い会

場設営の手順など、自分から質問したことで、教えていただいた内容がより一層印象に残った。 
 本インターンシップで得た社会人としての基礎力を今後の生活に活かしていきたい。また、素

直さと向上心を忘れず、勉学や仕事に向き合うことを徹底していきたい。 
 
〇弘前大学人文社会科学部文化創生課程文化資源学コース３年 菅原 大嵩 
今回、大学コンソーシアム学都ひろさきでの一か月に及ぶインターンシップを経て、ワードや

エクセルといったオフィスソフトの使い方から業務に対する姿勢など、幅広い事柄について考え

を深め、気づきを得ることができました。 
 このインターンシップでは名刺作りや挨拶回りから始まり、「共通授業」の運営のためのミーテ

ィング参加や資料・班割作成などの事前準備、当日の授業運営、事後の報告書作成まで、非常に

多種多様な業務に携わることができ、充実した時間を過ごすことができたと思います。これらの

活動を通して学んだことは数多くありますが、その中でも特に印象深いのは、「共通授業」という

一つの授業に対して、授業を担当する教員や講師の方々は勿論のこと、その教員・講師が所属す

る組織、会場となる施設の管理者の方々など、表に見えづらい部分にも協力していただいている

方々がいること、そして全員がより良い授業のためリアルタイムで試行錯誤しながら運営にあた

っているのだと気づけたことです。これは、我々学生が普段受講している講義や就活関連のイベ

ントなど、多くのことに当てはまると思います。日常的に享受しているモノ・サービス、それら

に関わる仕事についてここまで考えを深めることができたのは、多くの人と関わり合いながら運

営側という立場で実務を経験したからであり、まさにインターンシップで得られた成果と言える

のではないでしょうか。 
 最後になりますが、インターンシップを担当していただいた天坂さん、西野さん、横山さん、

事務局の皆様には大変お世話になりました。いつも優しく気にかけていただいたことで、緊張感

を保ちつつも和やかな空気で活動することができたと思います。この一か月間、皆様から多くの

ことを学ばせていただきました。改めて、ありがとうございました。 
 
  

インターンシップ受入 

３３．．イインンタターーンンシシッッププ受受入入のの成成果果 

今年度は、弘前大学の学生２名をインターンシップで受け入れた。社会人の中に踏み込むこと

は、学生には緊張する場面でもあるため、始めは馴染めるかどうか事務局側としても心配はあっ

たが、学生自身の向上心や成長が著しく、自然と良い関係を築くことが出来た。 

特に共通授業に主催者側として参加することにより、自分達が普段受けている側の授業の裏で

は、様々な人の協力があること、準備にも時間がかかることなど、貴重な社会体験をすることが

出来たと、インターンシップ生自身も感じることが出来ていた。 
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学学生生地地域域活活動動支支援援事事業業  

 

 

１１．． 学学生生地地域域活活動動支支援援事事業業ととはは  

学生が企画立案したまちづくり、地域づくりの活動に係る経費の一部を支援する公募型の事業

である。地域課題の解決や地域の活性化に繋がる活動を支援し、学生による魅力あるまちづくり

の推進を図ること及び地域活動を通じて、学生が地域の一員としての社会的力量を形成すること

を目的に実施する。 

一定の申請条件を満たせば応募でき、応募された活動は本コンソーシアムが実施する審査を経

て助成を決定する。 

 

２２．． 各各採採択択団団体体、、事事業業及及びび実実績績報報告告  

（（１１））弘弘大大囃囃子子組組（（弘弘前前大大学学））  

１ 事業名称 

 弘前の祭りの魅力に触れてもらおう！ 

２ 事業実施概要 

①実施した事業の概要 

祭りの魅力を弘前市に住む人たちに再認識してもらい、祭り離れを解消することを事業目的

とし、地域のイベント、施設等での囃子のパフォーマンスや、ねぷた笛講習会等祭り囃子に身

近に触れられる機会を作った。 

②どのような点を地域課題としてとらえて実施したか 

現状として「祭り離れ」という単語をよく耳にする。そして弘前市民も例外でなく祭りなど

のイベントに参加できていないということが課題である。また三浦、大谷、立田（2009）は囃

子の後継者問題が祭りの運営に必要不可欠と述べている。今日祭りに参加する人口、参加する

団体数は減少の一途を辿っており、その要因の一つとして考えたのが「気軽に鑑賞、体験する

機会がない」という現状である。これによって自らの住む地域の祭りへの興味関心が薄れてき

ているといえる。これを解消するために当団体が発信源となり、祭り等のイベントを身近に体

験できる機会を作ることを目的とし実施した。 

③どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

この事業を行うことにより、弘前市民が当たり前すぎて誇りに思っていなかったねぷたまつ

りの魅力を再認識させることができる。また、魅力は感じていても、実際に触れる機会がなか

った人たちにも文化芸術活動に触れるきっかけとしてもらい、祭りをよりにぎやかなものにす

る。弘前市民の祭りへの関心を高めるのみならず、自らのふるさとである土地の文化を愛する

こころを育む。 

④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

自分たちがパフォーマンスをするイベントの告知やその参加の様子を SNSで告知した。イベ

ントでのステージ発表の際、ねぷたまつりの掛け声を実際に観客にも言ってもらい、会場全体

を巻き込み、祭りの際に感じる一体感を感じてもらった。また当団体には県外出身者も多くい

ることを活かし、パフォーマンス時間にゆとりがあるときは県外出身者の自己紹介に「弘前を

含め祭り囃子を始めたきっかけ」の話題を盛り込んだ。それによって弘前の囃子、祭りの魅力

を再認識してもらうきっかけを作った。ねぷた笛講習会を学内のみならず、学外公共施設ヒロ

ロでも計画、実施した。 
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ているといえる。これを解消するために当団体が発信源となり、祭り等のイベントを身近に体

験できる機会を作ることを目的とし実施した。 

③どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

この事業を行うことにより、弘前市民が当たり前すぎて誇りに思っていなかったねぷたまつ

りの魅力を再認識させることができる。また、魅力は感じていても、実際に触れる機会がなか
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④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

自分たちがパフォーマンスをするイベントの告知やその参加の様子を SNSで告知した。イベ

ントでのステージ発表の際、ねぷたまつりの掛け声を実際に観客にも言ってもらい、会場全体

を巻き込み、祭りの際に感じる一体感を感じてもらった。また当団体には県外出身者も多くい

ることを活かし、パフォーマンス時間にゆとりがあるときは県外出身者の自己紹介に「弘前を

含め祭り囃子を始めたきっかけ」の話題を盛り込んだ。それによって弘前の囃子、祭りの魅力
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ロでも計画、実施した。 

学生地域活動支援事業 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

笛講習会で行ったアンケートから、当団体の演奏パフォーマンスを見て、笛講習会に参加し

た人や、笛講習会に参加後に実際にねぷた祭りに囃子方として参加した人もいたことがわかっ

た。これらのことから、地域での演奏パフォーマンスや笛講習会を実施したことで、祭りを身

近に感じてもらい、弘前の祭りへの愛着を持ってもらうことができたと考える。 

また、今年度よりヒロロでの文化交流ホールで笛講習会を行ったことで、学生のみならず、

地元の人が参加しやすい環境を作ることができ、より幅広い世代に祭り囃子に触れてもらうこ

とができた。したがって、弘前市民の祭りへの関心を高めることや、祭り囃子を体験する機会

を作れたことで、弘前ねぷたまつりの活性化に貢献することができたと考える。   

３ 事業実施報告 

【実施スケジュール】 

6 月 
●SHIROFES.2024 

  日時：6月 29日（土） 10:00～10:20 

  場所：弘前公園 

  対象：SHIROFES.2024観覧者 

  内容：ステージにて演奏を行う。 

  参加人数：10人 

 

●弘前大学附属幼稚園演奏依頼 

  日時：6月 24日（月）、7月 12日（金）の 2日間  

各日 12:30～13:30 

  場所：弘前大学附属幼稚園 

  対象：弘前大学附属幼稚園の年長さん 約 20人 

  内容：ねぷた囃子の太鼓を教えたり演奏を見せたりする。 

2日目には幼稚園周辺でねぷた運行を行う。 

  参加人数：6月 24日（月）5人、7月 12日（金）10人 

 

●時敏小学校笛講習会 

  日時：7月 1日（月）13:05〜14:40、7月 8日（月）10:25〜12:00の 2日間  

  場所：時敏小学校 

  対象：時敏小学校の 4～6年生 約 100人 

  内容：小学生にねぷた囃子を教えたり演奏を見せたりする。 

  参加人数：7月 1日（月）8人、7月 8日（月）10人 

 

●和徳小学校笛講習会 

  日時：6月 24日（月）、7月 1日（月）、7月 8日（月）の 3日間  

各日 13:40～14:25 

  場所：和徳小学校 

  対象：和徳小学校の 4～6年生 約 100人 

  内容：小学生にねぷた囃子を教えたり演奏を見せたりする。 

  参加人数：6月 24日（月）4人、7月 1日（月）3人、7月 8日（月）7人 
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7 月 
●大学内講義でのパフォーマンス 

  日時：7月 5日（金） 16:00～17:30 

  場所：弘前大学 

  対象：対象講義受講者 

  内容：津軽地方の祭りに触れ実際の演奏を見せながら歴史や囃子の演奏方法等を学んで

もらう。 

  参加人数：12人 

 
●西弘ちょうちん祭り 

  日時：7月 14日（月） 19:00～22:30 

  場所：西弘町内 

  対象：西弘ちょうちん祭り参加者 

  内容：祭り囃子を演奏し、祭りを盛り上げるとともに、津軽の囃子を知ってもらう。  

     ねぷた運行の囃子方としての参加 

  参加人数：43人 

 

●サクラスリハケアサービス演奏依頼 

  日時：7月 15日（月） 15:00～15:30 

  場所：サクラスリハケアサービス 

  対象：サクラスリハケアサービス利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、ひと足先に祭りの雰囲気を感じてもらう。 

  参加人数：8人 

 

●教育学部教員の会演奏依頼 

  日時：7月 17日（水） 19:00～19:30 

  場所：スコーラム 

  対象：弘前大学教育学部教員 

  内容：津軽地方のお囃子を演奏する。 

  参加人数：4人 

 

●生活支援多機能ホームパインの雫演奏依頼 

  日時：7月 20日（土） 14:00～15:00 

  場所：生活支援多機能ホームパインの雫 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：6人 

 

●囃子組主催笛講習会（ヒロロ） 

  日時：7月 20日（土） 18:00～20:00 

  場所：ヒロロ 4階文化交流会館 

  対象：弘前市民 

  内容：弘前行進の横笛の吹き方を教え、お囃子を身近に感じてもらう。 

     弘大ねぷたへの参加も促す。 

  参加人数：10人 
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  場所：サクラスリハケアサービス 
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  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、ひと足先に祭りの雰囲気を感じてもらう。 

  参加人数：8人 

 

●教育学部教員の会演奏依頼 

  日時：7月 17日（水） 19:00～19:30 

  場所：スコーラム 

  対象：弘前大学教育学部教員 

  内容：津軽地方のお囃子を演奏する。 

  参加人数：4人 

 

●生活支援多機能ホームパインの雫演奏依頼 

  日時：7月 20日（土） 14:00～15:00 

  場所：生活支援多機能ホームパインの雫 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：6人 

 

●囃子組主催笛講習会（ヒロロ） 

  日時：7月 20日（土） 18:00～20:00 

  場所：ヒロロ 4階文化交流会館 

  対象：弘前市民 

  内容：弘前行進の横笛の吹き方を教え、お囃子を身近に感じてもらう。 

     弘大ねぷたへの参加も促す。 

  参加人数：10人 
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●囃子組主催笛講習会（弘前大学 50 周年記念会館） 

  日時：7月 22日（月）、7月 23日（火）  

各日 18:00～20:00 

  場所：弘前大学 50周年記念会館 岩木ホール 

  対象：弘前大学生および弘前市民 

  内容：弘前行進の横笛の吹き方を教え、お囃子を身近に感じてもらう。 

     弘大ねぷたへの参加も促す。 

  参加人数：全 15 人 

 

●弘大ねぷた囃子練習会 

  日時：7月 24日（水）、7月 25日（木）、7月 26日（金） 

     各日 18:00〜19:00 

  場所：弘前大学保健センター前 

  対象：弘大ねぷた運行参加者 

  内容：弘大ねぷた運行に一般参加する地域の方にお囃子を教える。  

  参加人数：全 36 人 

 

８８月月  

●弘前ねぷたまつり   

日時：8月 1日（木） 

  対象：観覧する人、そのほか祭りに参加する弘前市民 

  内容：祭りに囃子方として参加し、祭りを盛り上げ地域の人との交流を深める 

 

●原々平夏祭り演奏依頼 

  日時：8月 18日（日） 11:00～11:30 

  場所：千年交流センター 

  対象：原ケ平夏祭り来場者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：9人 

 

●千年園（障害者支援施設）夏祭り演奏依頼 

  日時：8月 24日（土） 17:00～17:30 

  場所：千年園 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：7人 

 

●平成の家（介護老人保健施設）演奏依頼 

  日時：8月 28日（水） 13:00～13:30 

  場所：平成の家 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：4人 
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学生地域活動支援事業 

９９月月  

●国吉 

  日時：9月 1日（日） 11:00～11:30 

  場所：国吉神社 

  対象：神事参加者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、祭りを盛り上げる 

  参加人数：8人 

 

●三岳夏祭り演奏依頼 

  日時：9月 7日（土） 17:30～18:00 

  場所：三岳公園 

  対象：夏祭り来場者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、祭りを盛り上げるとともに、 

ねぷた祭りへの関心を高めてもらう。 

  参加人数：5人 

  

●公益社団法人農業農村工学会交流会演奏依頼 

  日時：9月 10日（火） 19:00～19:30 

  場所：アートホテル 

  対象：農業農村工学会 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：6人 

  

●おうよう園（特別介護老人ホーム）夏祭り演奏依頼 

  日時：9月 15日（日） 14:30～15:00 

  場所：おうよう園 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：4人 

 

●松原苑敬老会演奏依頼 

  日時：9月 20日（金） 11:00～11:30 

  場所：松原集会所 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：7人 

  

●おいで弘前演奏依頼 

  日時：9月 21日（土） 13:00～16:00 

  場所：弘前観光館 

  対象：来場者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏する。また、来場者に横笛を教える。 

参加人数：6人 
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学生地域活動支援事業 

９９月月  

●国吉 

  日時：9月 1日（日） 11:00～11:30 

  場所：国吉神社 

  対象：神事参加者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、祭りを盛り上げる 

  参加人数：8人 

 

●三岳夏祭り演奏依頼 

  日時：9月 7日（土） 17:30～18:00 

  場所：三岳公園 

  対象：夏祭り来場者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、祭りを盛り上げるとともに、 

ねぷた祭りへの関心を高めてもらう。 

  参加人数：5人 

  

●公益社団法人農業農村工学会交流会演奏依頼 

  日時：9月 10日（火） 19:00～19:30 

  場所：アートホテル 

  対象：農業農村工学会 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：6人 

  

●おうよう園（特別介護老人ホーム）夏祭り演奏依頼 

  日時：9月 15日（日） 14:30～15:00 

  場所：おうよう園 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：4人 

 

●松原苑敬老会演奏依頼 

  日時：9月 20日（金） 11:00～11:30 

  場所：松原集会所 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：7人 

  

●おいで弘前演奏依頼 

  日時：9月 21日（土） 13:00～16:00 

  場所：弘前観光館 

  対象：来場者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏する。また、来場者に横笛を教える。 

参加人数：6人 

  

  

学生地域活動支援事業 

１１１１月月  

●ひろさきりんご収穫祭 

  日時：11月 3日（日）11:00～11:25 

  場所：りんご公園 

  対象：ひろさきりんご収穫祭の来場者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、祭りを盛り上げるとともに、 

ねぷた祭りへの関心を高めてもらう。 

  参加人数：10人 

 

●弘前れんが倉庫美術館 

  日時：11月 3日（日）13:30～15:00 

  場所：弘前れんが倉庫美術館 

  対象：弘前れんが倉庫美術館の来館者 

  内容：津軽地方の祭りを演奏し、ねぷた祭りへの関心を高めてもらう。 

  参加人数：10人 

 

１１２２月月  

●おうよう園忘年会祝い 

  日時：12月 23日（火）14:00～14:30 

  場所：おうよう園 

  対象：施設利用者 

  内容：津軽地方の祭り囃子を演奏し、祭りの雰囲気を楽しんでもらう。 

  参加人数：4人 

 

４ 補助金による支援の効果 

補助金の支援を受けたことによって、ヒロロでの笛講習会や大学での笛講習会を実施でき

た。そのことで、弘前市民の祭り囃子への関心を高めることや、囃子演奏を身近に感じてもら

うことができた。また、講習会の参加者が弘大ねぷたに参加する例もあり、昨年よりも囃子方

の人数を増やすことができた。このことで、弘前ねぷたまつりの活性化に寄与することができ

たと考える。また、笛講習会に向けて例年よりも塩ビ笛を多く作成することができ、より多く

の方に笛を体験してもらうことができた。 

５ 反省点・改善点 

・笛講習会の周知において、学校内のチラシ掲示や SNS での告知のみならず、ヒロロや町内

会掲示板などでの掲示をし、広く周知するべきであった。 

・笛講習会について、弘前市民は参加者の 32％にとどまったため、弘前市民を呼び込む工夫

が必要である。しかし演奏披露を見た小学生が親とともに笛講習に参加したケースもいく

らか見られたため、小学生へのアプローチをより行うと当事業の効果が出てくると考えら

れる。 

・また来年もアンケートを実施し、アンケート質問項目に「以前の笛講習会には参加したか」

「去年の祭りには参加したか」の質問と囃子の経験者、未経験者を質問項目に追加する。こ

のアンケートを継続して行い、来年度以降の事業に繋げる。 

６ 特記事項 

特になし。 
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学生地域活動支援事業 

７ 事業実施時の写真 

和徳小学校笛講習会 

日時：6月 24日（月）、7月 1日（月）、7月 8日（月） 

弘前大学附属幼稚園演奏依頼 

日時：7月 12日（金） 

西弘ちょうちん祭り 

日時：7月 14日（月） 
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学生地域活動支援事業 

７ 事業実施時の写真 

和徳小学校笛講習会 

日時：6月 24日（月）、7月 1日（月）、7月 8日（月） 

弘前大学附属幼稚園演奏依頼 

日時：7月 12日（金） 

西弘ちょうちん祭り 

日時：7月 14日（月） 

 

学生地域活動支援事業 

サクラスリハケアサービス演奏依頼 

日時：7月 15日（月） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

囃子組主催笛講習会（ヒロロ） 

日時：7月 20日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
. 
 
 
 
 
 
 
 

 
囃子組主催笛講習会（弘前大学 50周年記念会館） 

日時：7月 22日（月）、7月 23日（火） 
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弘大ねぷた運行 

日時：8月 1日（木） 
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学生地域活動支援事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
弘大ねぷた運行 

日時：8月 1日（木） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

学生地域活動支援事業 

（（２２））僻僻地地教教育育研研究究会会（（弘弘前前大大学学））  

１ 事業名称 

常盤野小中学校運動会のお手伝い 

２ 事業実施概要 

①実施した事業の概要 

常盤野小中学校運動会のお手伝い 

（主な役割） 

写真撮影・用具の出し入れ・ゴールテープを持つ・アナウンス・順位を記録する・設営と後片

付け・ダンス披露 

 

②どのような点を地域課題としてとらえて実施したか 

常盤野小中学校は児童生徒数、教職員数共に少ない学校であり、人手不足により行事での裏

方の仕事に手が回らない状況である。そのため大学生でもできる（用具の出し入れや写真撮影

等）手伝いを目的として活動している。 

また、本来保護者が担うべき仕事を学生が担うことで運動会に保護者が来校しやすくなり、

子どもたちのやる気や保護者との時間を増やすことができると考える。 

 

③どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

学生が裏方を担当することで教師や児童生徒が自分の役割に集中することができ、運動会と

いう子ども時代の一大イベントの時間を先生や保護者の方々に自分の子どもとの時間を更に増

やしてもらい、子どもたちと接する時間が増えその子に対しての理解度が高くなることで、そ

れぞれの子どもの良い面、改善すべき点が見つかり、よりよい指導につながることができると

考える。また、大学生が主体的に参加した競技（ダンス披露やリレー等）では、大学生が本気で

取り組むことによって児童生徒の行事に取り組む意欲が刺激されたと考える。実際に行事後の

校長先生からの総評で特に賞賛された。 

 

④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

 あらかじめ学校から頼まれていたお手伝いを誰が担当するのかを振り分けた。競技の中にあ

る大学生のダンスでは小学生や保護者の方々でもわかるような選曲をし、場を盛り上げるよう

取り組んだ。運動会が終わった後には来た人の顔やどのような人が来たのかを知ってもらうた

めに感想文をつくり送った。 

 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

 今年度もお手伝いをすることでスムーズに運動会を進めることができ、教職員や児童生徒、

地域の方々と共に運動会を盛り上げることができた。また、参加した 23人のメンバー一人ひと

りが大道具運びや照明などの裏方、アナウンス等その他のお手伝いを担当することによって教

職員が負担する部分が少なくなり、より他の作業に集中することで、子どもたちのサポートに

費やす時間を増やすことができた。人手が足りなさそうなところには、大道具の係になってい

る 5 人以外のメンバーも積極的に手伝いに行ったことが、より教職員の負担を減らすことに繋

がったと思う。 
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学生地域活動支援事業 

３ 事業実施報告 

①場所：常盤野小中学校 

対象：常盤野小中学校の教職員及び生徒児童 

参加人数：大学生 24 人 

      男子：7人 女子：17 人 

      大学 4年生：1人 大学 3年生：7人 大学 2年生：11人 大学 1年生：5人 

      常盤野小中学校の児童生徒 25人及びその保護者 

常盤野小中学校の教職員 

 

②代表（スケジュールの管理や活動のお知らせ）  

会計（利用する助成金やサークル費の管理、交通機関の用意） 

連絡係（常盤野小中学校と連絡を取り合う） 

お手紙係（行事終了後に送る感想文を送る） 

 

③実施スケジュール 

６月１日 運動会のお手伝い 

６月中旬 運動会の感想文を郵送する 

 

４ 補助金による支援の効果 

今まで交通費の関係からお手伝いに参加する人数を制限していたが、今回は人数を気にする

ことなく参加可能な学生が全員参加することができ、そのことでお手伝いの幅も広がった。今

年は久しぶりに外での運動会であったためテントの設営や、重たい用具を体育館から外へ出し

入れすることが必要であったが、大人数で参加できたためそのような人手が必要な場で役立て

たと感じる。 

学生が用具の片づけや写真撮影をしている間、教職員は児童の観察や指示、応援に時間を使

うことができており、児童生徒は用具の片づけなどを気にせずに全力で自分の役割や同じ組の

応援に集中することができていた。また、学生の人数が多かったことにより種目の参加もでき

たため、学生に対抗する保護者や教職員を応援する声が一段と大きく、お手伝いだけでなく同

じ参加者として会場を盛り上げることができた。 

このことから助成金によって大人数で参加することができたため、教職員と児童の接する時

間を増やすことができ、児童生徒は行事に取り組む意欲が刺激されたと考えることができる。 

 

５ 反省点・改善点 

学生のお手伝いにどれだけの効果があるのかを知るためにアンケートを行うと良いとアド

バイスを受けたが、時期が中途半端なことや学校側の負担を考えたことにより実施することが

できなかった。例年学生側からアンケートをとったり声を聴いたりすることはなかったため、

学校側がどのように感じているのかを聞く機会を今後つくっていきたい。 
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学生地域活動支援事業 

３ 事業実施報告 

①場所：常盤野小中学校 

対象：常盤野小中学校の教職員及び生徒児童 

参加人数：大学生 24人 

      男子：7人 女子：17人 

      大学 4年生：1人 大学 3年生：7人 大学 2年生：11人 大学 1年生：5人 

      常盤野小中学校の児童生徒 25人及びその保護者 

常盤野小中学校の教職員 

 

②代表（スケジュールの管理や活動のお知らせ）  

会計（利用する助成金やサークル費の管理、交通機関の用意） 

連絡係（常盤野小中学校と連絡を取り合う） 

お手紙係（行事終了後に送る感想文を送る） 

 

③実施スケジュール 

６月１日 運動会のお手伝い 

６月中旬 運動会の感想文を郵送する 

 

４ 補助金による支援の効果 

今まで交通費の関係からお手伝いに参加する人数を制限していたが、今回は人数を気にする

ことなく参加可能な学生が全員参加することができ、そのことでお手伝いの幅も広がった。今

年は久しぶりに外での運動会であったためテントの設営や、重たい用具を体育館から外へ出し

入れすることが必要であったが、大人数で参加できたためそのような人手が必要な場で役立て

たと感じる。 

学生が用具の片づけや写真撮影をしている間、教職員は児童の観察や指示、応援に時間を使

うことができており、児童生徒は用具の片づけなどを気にせずに全力で自分の役割や同じ組の

応援に集中することができていた。また、学生の人数が多かったことにより種目の参加もでき

たため、学生に対抗する保護者や教職員を応援する声が一段と大きく、お手伝いだけでなく同

じ参加者として会場を盛り上げることができた。 

このことから助成金によって大人数で参加することができたため、教職員と児童の接する時

間を増やすことができ、児童生徒は行事に取り組む意欲が刺激されたと考えることができる。 

 

５ 反省点・改善点 

学生のお手伝いにどれだけの効果があるのかを知るためにアンケートを行うと良いとアド

バイスを受けたが、時期が中途半端なことや学校側の負担を考えたことにより実施することが

できなかった。例年学生側からアンケートをとったり声を聴いたりすることはなかったため、

学校側がどのように感じているのかを聞く機会を今後つくっていきたい。 

 

 

学生地域活動支援事業 

６ 特記事項 

ヒアリングのときに回答したように、運動会だけではなく他の行事のお手伝いや体育の相手

としても常盤野小中学校へ行く機会がある。 

 

７ 事業実施時の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ プログラム No.20『岩木山登山』にて用具を押さえている様子 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ プログラム No.7『チャンス走「赤白どっち？」』後の片づけの様子 

写真３ 運動会終了後テントを閉じるのを手伝っている様子 
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学生地域活動支援事業 

（（３３））弘弘前前大大学学スストトリリーートトダダンンススササーーククルル AA..CC..TT..（（弘弘前前大大学学・・弘弘前前学学院院大大学学））  

１ 事業名称 

定期公演『STEPvol.18』 
駅前ねぷた運行 
定期公演『STEPvol.19』 

２ 事業実施概要 

「事業概要」 
6 月 15 日 
STEP vol.18 
開催場所：弘前大学創立 50 周年記念会館 
対象：ダンスに興味のある弘前市民や弘前大学に入学したいと思っている中高生 

発表の機会を作ることで OB・OG だけでなく地域の方々との交流や A.C.T.構成員自身

の経験を増やせる。 
SNS を使用してイベントの呼びかけや、活動報告を発信する。 
当日のライブ配信に加えて、後日ジャンルやユニット毎に YouTube に動画をアップロー

することで、当日来られなかった方は勿論、遠方にいる方でも A.C.T.のダンスを見られ

るようにしている。 
 
8 月 5.6 日 
駅前ねぷた運行 
開催場所：代官町みちのく銀行十字路出発～駅前～大町～上土手町弘善 SS+字路 

イベント内容は駅前ねぷたと合同でのねぷた運行と、路上でのダンスパフォーマン

ス。 
         ねぷたを見に来た市内の方、県外の方が楽しめるようにパフォーマンスをした。 
 
12 月 22 日 
STEP vol.19 
開催場所：弘前大学 50 周年記念会館 
対象：ダンスに興味のある弘前市民や弘前大学に入学したいと思っている中高生 
 
本事業は若者の減少が著しい弘前市でダンスによる若者の活動の場を活性化すること、大学

関係者やダンス関係者での認知度を上げ本団体の活動域を広げることの２つを目的としてい

る。 
当団体は中高生に向けた活動の場が少ないこと、世代間の交流が少ないことを地域課題とし

て捉えた。ACT の定期公演である STEP の公演や依頼されて出演するショーケースで、ダンス

の楽しさを知ってもらい、ダンスを始めるきっかけ作りをしたい。また、中高生などに見ても

らうことで、ダンスによる若者の活動の場の認知につなげた。 
そして共にダンスシーンを盛り上げ、弘前でダンスイベントを行いやすい環境を作る。さら

に、ダンスを知らない人に向けたダンス披露によって、ストリートダンスの認知度を向上させ、

弘前市内のサブカルチャー的な活動の活発化につなげたいと考える。 
ヒアリング審査の時点ではすでにダンスをしている人にフォーカスしていたが、ダンスをし

ていない人に焦点を当てようと検討した。その結果として、駅前ねぷた運行に参加し、ダンス

を披露した。運行関係者などからも好評をいただいた。 
また、イベントの宣伝として、若年層に向けたものとして、SNS を通じて宣伝した。ダンス
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（（３３））弘弘前前大大学学スストトリリーートトダダンンススササーーククルル AA..CC..TT..（（弘弘前前大大学学・・弘弘前前学学院院大大学学））  

１ 事業名称 

定期公演『STEPvol.18』 
駅前ねぷた運行 
定期公演『STEPvol.19』 

２ 事業実施概要 

「事業概要」 
6 月 15 日 
STEP vol.18 
開催場所：弘前大学創立 50 周年記念会館 
対象：ダンスに興味のある弘前市民や弘前大学に入学したいと思っている中高生 

発表の機会を作ることで OB・OG だけでなく地域の方々との交流や A.C.T.構成員自身

の経験を増やせる。 
SNS を使用してイベントの呼びかけや、活動報告を発信する。 
当日のライブ配信に加えて、後日ジャンルやユニット毎に YouTube に動画をアップロー

することで、当日来られなかった方は勿論、遠方にいる方でも A.C.T.のダンスを見られ

るようにしている。 
 
8 月 5.6 日 
駅前ねぷた運行 
開催場所：代官町みちのく銀行十字路出発～駅前～大町～上土手町弘善 SS+字路 

イベント内容は駅前ねぷたと合同でのねぷた運行と、路上でのダンスパフォーマン

ス。 
         ねぷたを見に来た市内の方、県外の方が楽しめるようにパフォーマンスをした。 
 
12 月 22 日 
STEP vol.19 
開催場所：弘前大学 50 周年記念会館 
対象：ダンスに興味のある弘前市民や弘前大学に入学したいと思っている中高生 
 
本事業は若者の減少が著しい弘前市でダンスによる若者の活動の場を活性化すること、大学

関係者やダンス関係者での認知度を上げ本団体の活動域を広げることの２つを目的としてい

る。 
当団体は中高生に向けた活動の場が少ないこと、世代間の交流が少ないことを地域課題とし

て捉えた。ACT の定期公演である STEP の公演や依頼されて出演するショーケースで、ダンス

の楽しさを知ってもらい、ダンスを始めるきっかけ作りをしたい。また、中高生などに見ても

らうことで、ダンスによる若者の活動の場の認知につなげた。 
そして共にダンスシーンを盛り上げ、弘前でダンスイベントを行いやすい環境を作る。さら

に、ダンスを知らない人に向けたダンス披露によって、ストリートダンスの認知度を向上させ、

弘前市内のサブカルチャー的な活動の活発化につなげたいと考える。 
ヒアリング審査の時点ではすでにダンスをしている人にフォーカスしていたが、ダンスをし

ていない人に焦点を当てようと検討した。その結果として、駅前ねぷた運行に参加し、ダンス

を披露した。運行関係者などからも好評をいただいた。 
また、イベントの宣伝として、若年層に向けたものとして、SNS を通じて宣伝した。ダンス
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を知らない人向けのものとして、出演したイベントで口頭にて宣伝を行った。 
ねぷた運行やイベント出演によって、ダンスを知らない人にも見てもらうことができ、A.C.T.

の存在を知ってもらうことにもつながった。結果として、定期公演『STEPvol.19』では約 150
人の方にご来場いただき、前回の vol.18 の約 80 人と比べ、大幅に増加した。 

活動を通じて、ダンスを使って市民に若者の活躍の場があることを発信できた。また、地域

の方と交流することができ、A.C.T.のダンスをきっかけにダンスを知ってもらうことにつなが

った。結果として弘前市内のサブカルチャー的な活動の活発化に貢献できた。 
 

３ 事業実施報告 

①事業報告・方法 
STEPvol.18 

6 月 15 日 
開催場所：弘前大学創立 50 周年記念会館  
来客数は約 80 人。 
イベント内容は 9 ジャンルと 4 ユニットの計 13 組のダンスステージ発表。 
本イベントの対象はダンス関係者やダンスに興味を持っている方とした。 

 
駅前ねぷた運行 

8 月 5.6 日 
開催場所：代官町みちのく銀行十字路出発～駅前～大町～上土手町弘善 SS+字路 
イベント内容は駅前ねぷたと合同でのねぷた運行と、路上でのダンスパフォーマンス。 
ねぷた囃子にあわせて踊るという、初の試みを行った。 
ねぷたを見に来た市内の方、県外の方が楽しめるようにパフォーマンスをした。 
駅前ねぷたのインスタグラムアカウントでは、2 本の動画を掲載していただき、再生回数は

合計約 4、000 回にも上り、135 件の「いいね」をいただいている。現在来年度の運行に向け

て検討を進めている。 
 

STEPvol.19 
12 月 21 日 
開催場所：弘前大学創立 50 周年記念会館  
来客数は約 150 人。 
イベント内容は STEPvol.18 と同様に各ジャンルとユニットのステージ発表。弘前市の若年

層、ねぷた運行で ACT に興味を持っていただいた全ての年代を対象とした。 
本イベントで実施したアンケートの詳細を掲載する。 
 

【STEPvol.19】回答者：46 人 
 

〈このイベントをどのように知りましたか。（複数回答可） 〉 
・SNS の投稿を見た：39.6%(21) 
・ACT メンバーから直接聞いた：52.8%(28) 
・友達：7.5%(4) 

 
〈イベントにはどれくらい満足されましたか。〉 
（５段階評価のアンケートで５が最大、１が最小） 
・５：76.1%(35) 
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・４：23.9%(11) 
・３：0％ 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈ダンスに興味を持ったり、本団体に興味を持っていただけましたか〉全 27 件の回答 
（５段階評価のアンケートで５が最大、１が最小） 
・５：60.8%(28) 
・４：30.5%(14) 
・３：8.7%(4) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈このイベントに関する項目について、どのくらい満足されましたか。 〉 
（５段階評価のアンケートで５が最大、１が最小） 
開催場所 
・５：54.3%(25) 
・４：21.7%(10) 
・３：21.7％(10) 
・２：2.2%(1) 
・１：0％ 

 
開催時期 
・５：23.9%(11) 
・４：60.9%(28) 
・３：15.2%(7) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
イベントの規模 
・５：69.6%(32) 
・４：26.1%(12) 
・３：4.3%(2) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈地域に根差した団体になるために、今後参加してほしいイベントや開催してほしいイベント

はありますか。（複数回答可） 〉 
・地域のお祭りのステージ：28.1%(18) 
・弘大祭以外の学祭：9.4%(6) 
・ダンス体験会やダンス教室：45.3%(29) 
・一緒に踊るステージ企画：17.2%(11) 
・その他：0% 
※()の中の数字は回答数 
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・４：23.9%(11) 
・３：0％ 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈ダンスに興味を持ったり、本団体に興味を持っていただけましたか〉全 27 件の回答 
（５段階評価のアンケートで５が最大、１が最小） 
・５：60.8%(28) 
・４：30.5%(14) 
・３：8.7%(4) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈このイベントに関する項目について、どのくらい満足されましたか。 〉 
（５段階評価のアンケートで５が最大、１が最小） 
開催場所 
・５：54.3%(25) 
・４：21.7%(10) 
・３：21.7％(10) 
・２：2.2%(1) 
・１：0％ 

 
開催時期 
・５：23.9%(11) 
・４：60.9%(28) 
・３：15.2%(7) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
イベントの規模 
・５：69.6%(32) 
・４：26.1%(12) 
・３：4.3%(2) 
・２：0％ 
・１：0％ 

 
〈地域に根差した団体になるために、今後参加してほしいイベントや開催してほしいイベント

はありますか。（複数回答可） 〉 
・地域のお祭りのステージ：28.1%(18) 
・弘大祭以外の学祭：9.4%(6) 
・ダンス体験会やダンス教室：45.3%(29) 
・一緒に踊るステージ企画：17.2%(11) 
・その他：0% 
※()の中の数字は回答数 
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②実施スケジュール 
6 月 15 日    STEPvol.18 
8 月 5.6 日   駅前ねぷた運行 
12 月 21 日   STEPvol.19 

 

４ 補助金による支援の効果 

一般的にダンスイベントには観覧料が必要となるが、今年度の全てのイベントを無料で実施で

きた。また、会場の使用や STEP で用いる物の購入（照明案やチラシの印刷代、備品代 etc）が

できたので、会場整備や本番の運行をスムーズかつ適切に行いやすくなった。それによって観

客により良いものを見せることができ、公演の質を高めることができた。これがダンスの認知

度を向上させ、弘前市内のサブカルチャー的な活動を活発化させるという目標に繋がったと考

える。 

５ 反省点・改善点 

ポスターの学内掲示を行っていなかった。 
ACT に関連のある人の来客が多いと感じたため、コンソーシアムやそれ以外の広報を活用して

ACT の存在を認知していない人等への宣伝を行うべきだった。 
観客が増えたことにより、会場のキャパシティが十分ではなかった。 
事業の規模感を大きくする為に、会場のキャパシティがより大きいものに変更するという改善

策が挙げられる。 
ねぷた運行では、観客も一緒に踊れるような演出を取り入れると市民との交流が深まるのでは

ないだろうかというコメントをいただき、来年に向けて検討中である。 

６ 特記事項 

特になし。 

７ 事業実施時の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP vol.18 YouTube の再生回数 
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駅前ねぷた運行の様子 
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駅前ねぷた運行の様子 
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STEP vol.19YouTube の再生回数 
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（（４４））ダダイイザザーーププロロダダククシショョンン（（弘弘前前大大学学））  

１ 事業名称 

地域研究をテーマにしたヒーローショー 

２ 事業実施概要 

①実施した事業の概要  

私たちダイザープロダクションは弘前大学をモチーフとしたヒーロー「ヒロダイザー」などの

キャラクターを運営しているサークルです。 

 青森県は短命県や雪害など多くの地域課題を抱えています。地域課題解決を目指し様々な研究

が行われている弘前大学ですが、その研究は学生・市民に知られていないものも多くあります。

その研究をＰＲするためにヒーローショーを企画しました。ヒーローショーはヒーローが使う必

殺技に大学研究を、敵キャラクターに地域課題をモチーフとして作成します。これによって「大

学研究によって地域課題が解決される」という出来事を可視化し、難しいと思われがちな大学研

究をわかりやすいものとしてＰＲします。 

②どのような点を地域課題としてとらえて実施したか。 

青森県は短命県、豪雪、少子高齢化など多くの地域課題を抱えています。私たちが通う弘前

大学では多種多様な研究が行われており、その中には地域課題解決に結びつくものもあります。

しかしながら、その研究は学生および市民に知られていないものも多いです。多種多様な分野

を様々な観点から研究し、時には地域社会に多大な貢献をもたらす大学研究が地域住民に知ら

れていないことは学園都市である弘前市にとって大きな損失であると考えます。これを地域課

題としてとらえてヒーローショーによって研究をわかりやすくPRする、という事業を実施しま

した。 
③どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

このヒーローショーは短命県などの地域課題を敵キャラクター、大学研究をヒーローが使う必

殺技として活用するという構成で進みます。このようなストーリーを通じて大学研究への親近感

を高め、大学と地域住民の距離を縮めることで、学園都市である弘前市のさらなる活性化につな

がると考え、実施しました。 

④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

敵キャラクターのテーマは弘前大学の学生数名でブレインストリーミングを行って決定し、ス

ーツを作成しました。ヒアリングの際にご指摘いただいた脚本についてですが、ChatGPTを併用し

ながら原案を作成しました。さらに研究の取材に伺った石田先生に脚本を監修していただきまし

た。 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

ショーは弘前大学で10月19日、20日に行われた弘前大学総合文化祭で行いました。 

また弘前大学総合文化祭だけでなく、もっと市民に開かれた場所でも行った方がいいという審

査時のコメントを受けて、11月3日(日)に行われた弘前マルシェというイベントでも同様のショ

ーを行いました。 

ショーを行った後のアンケートには「降雪の予測システムを弘大が研究しているなんて初めて

知った」「弘前大学の研究についてもっと知りたくなった。」という回答がありました。今回実

施したヒーローショーによって大学研究への関心を高めることができたと考えます。加えて「豪

雪問題に弘前大学が立ち向かっているという構図が見えた」「何を表しているのかがわかりやす

いかつかっこ良くて大変楽しめました。」という回答もありました。本事業の目的である、難し

そうな研究をヒーローショーによってわかりやすく、楽しく伝えるということが達成できたと思

います。 
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（（４４））ダダイイザザーーププロロダダククシショョンン（（弘弘前前大大学学））  

１ 事業名称 

地域研究をテーマにしたヒーローショー 

２ 事業実施概要 

①実施した事業の概要  

私たちダイザープロダクションは弘前大学をモチーフとしたヒーロー「ヒロダイザー」などの

キャラクターを運営しているサークルです。 

 青森県は短命県や雪害など多くの地域課題を抱えています。地域課題解決を目指し様々な研究

が行われている弘前大学ですが、その研究は学生・市民に知られていないものも多くあります。

その研究をＰＲするためにヒーローショーを企画しました。ヒーローショーはヒーローが使う必

殺技に大学研究を、敵キャラクターに地域課題をモチーフとして作成します。これによって「大

学研究によって地域課題が解決される」という出来事を可視化し、難しいと思われがちな大学研

究をわかりやすいものとしてＰＲします。 

②どのような点を地域課題としてとらえて実施したか。 

青森県は短命県、豪雪、少子高齢化など多くの地域課題を抱えています。私たちが通う弘前

大学では多種多様な研究が行われており、その中には地域課題解決に結びつくものもあります。

しかしながら、その研究は学生および市民に知られていないものも多いです。多種多様な分野

を様々な観点から研究し、時には地域社会に多大な貢献をもたらす大学研究が地域住民に知ら

れていないことは学園都市である弘前市にとって大きな損失であると考えます。これを地域課

題としてとらえてヒーローショーによって研究をわかりやすくPRする、という事業を実施しま

した。 
③どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

このヒーローショーは短命県などの地域課題を敵キャラクター、大学研究をヒーローが使う必

殺技として活用するという構成で進みます。このようなストーリーを通じて大学研究への親近感

を高め、大学と地域住民の距離を縮めることで、学園都市である弘前市のさらなる活性化につな

がると考え、実施しました。 

④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

敵キャラクターのテーマは弘前大学の学生数名でブレインストリーミングを行って決定し、ス

ーツを作成しました。ヒアリングの際にご指摘いただいた脚本についてですが、ChatGPTを併用し

ながら原案を作成しました。さらに研究の取材に伺った石田先生に脚本を監修していただきまし

た。 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

ショーは弘前大学で10月19日、20日に行われた弘前大学総合文化祭で行いました。 

また弘前大学総合文化祭だけでなく、もっと市民に開かれた場所でも行った方がいいという審

査時のコメントを受けて、11月3日(日)に行われた弘前マルシェというイベントでも同様のショ

ーを行いました。 

ショーを行った後のアンケートには「降雪の予測システムを弘大が研究しているなんて初めて

知った」「弘前大学の研究についてもっと知りたくなった。」という回答がありました。今回実

施したヒーローショーによって大学研究への関心を高めることができたと考えます。加えて「豪

雪問題に弘前大学が立ち向かっているという構図が見えた」「何を表しているのかがわかりやす

いかつかっこ良くて大変楽しめました。」という回答もありました。本事業の目的である、難し

そうな研究をヒーローショーによってわかりやすく、楽しく伝えるということが達成できたと思

います。 
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３ 事業実施報告 

７月中旬ごろに地域課題のブレインストーミングを行い、その中から「豪雪」を敵キャラク

ターのテーマとすることにしました。研究の調査を行い、弘前大学理工学研究科石田祐宣先生

に取材に行きました。また石田先生には敵キャラクターの設定やヒーローの必殺技、脚本など

を監修いただきました。 
2024弘前大学総合文化祭において10月20日（日）に開催された、Performance  Stageにて

ショーを行いました。また、11月3日（日）に開催された弘前マルシェにて同様のショーを行い

ました。さらに10月21日（月）に行われた「中南地域雪の勉強会」にて弘前大学総合文化祭で

行ったショーを取り上げていただきました。 
弘前大学総合文化祭において実施したアンケートの結果を以下に示します。 

 
これらに加えて、ダイザープロダクションのインスタグラムに、敵キャラクターの詳細やヒ

ロダイザーが使用した研究（「雪おろシグナル」「ひろだい白神レーダー」）についての解説

を投稿しました。 
（ダイザープロダクションインスタグラムhttps://www.instagram.com/hirodizer.pro/ ） 
 
③実施スケジュールを記入 
  ７月 中旬  地域課題ブレインストーミング完了 
   ９月 上旬  研究調査完了、取材 

９月 中旬  ヒーローショー準備、敵キャラクター作成 
１０月２０日  学祭でのヒーローショー 
１１月 ３日  弘前マルシェ 

 

４ 補助金による支援の効果 

この事業はヒーローだけでなく、取り上げる地域課題をモチーフとした敵キャラクターを作

成する必要がありました。しかしながらヒーローショーでヒーローが戦うキャラクター、怪人

のスーツは作りが複雑であったり体積が大きかったりするために、多くの材料を必要とします。

自主財源だけではまかなうことができず、制作物の質は低くなります。 

今回のショーで補助金を使わせていただくことによって、よりクオリティの高い敵キャラクタ

ーを作成することができたと思います。 
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５ 反省点・改善点 

作成する敵キャラクターのテーマを弘前大学の学生でブレインストーミングを行って決定し

ました。このブレインストーミングの時点で、地域の皆様を巻き込むことができたら、もっと

関心をもってもらえたのではないかと考えています。 

６ 特記事項 

特になし。 

７ 事業実施時の写真 
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理工学研究科石田先生に取材     ヒーローショー準備、敵キャラクター作成 
 

 

 

 

− 48 −



学生地域活動支援事業 

５ 反省点・改善点 

作成する敵キャラクターのテーマを弘前大学の学生でブレインストーミングを行って決定し

ました。このブレインストーミングの時点で、地域の皆様を巻き込むことができたら、もっと

関心をもってもらえたのではないかと考えています。 

６ 特記事項 

特になし。 

７ 事業実施時の写真 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域課題ブレインストーミングの様子 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

理工学研究科石田先生に取材     ヒーローショー準備、敵キャラクター作成 
 

 

 

 

学生地域活動支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘前大学総合文化祭でのヒーローショー 

 

 

 

 

 
 
 

 

アンケートを取っている様子          雪の勉強会の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

弘前マルシェの様子 

 

  

  

  

  

  

− 49 −



学生地域活動支援事業 

（（５５））地地域域活活性性化化ササーーククルル（（弘弘前前学学院院大大学学））  

１ 事業名称 

大学キャンパスを使用した稔町町内会との合同イベントの開催 

２ 事業実施概要 

① 実施した事業の概要 

学生と地域住民との関係性の構築を目指し、稔町町内会と協力して、町内の秋祭りという形

で弘前学院大学文化祭の日に一緒に開催した。会場に大学キャンパスを使用した。大学生と稔

町とはじめとした地域住民とのつながりを形成することができ、町内のイベントを行うこと

は地域の活性化にもつながると考えた。 

場合によって露店商業組合やキッチンカーの参加も検討したが、大学・露店商業組合・キッ

チンカーの方とそれぞれ打ち合わせを行った結果、今回は露店とキッチンカーは使用しなか

った。町内の方も一緒に参加してブースで販売や子供たちとの交流を行った。 

② どのような点を地域課題としてとらえて実施したか 

周りの学生と話をすると、県外も県内でも地域の飲食店や特産物を知らない学生やイベン

ト等にほとんど参加したことが無い学生を見かけることが多かった。このような中で、大学

周囲であっても他域住民との関係性は希薄化しているように感じており、大学生活を通して

地域の方と触れ合うことの少なさを感じている。地方の大学として地域の方との触れ合いの

場があることは重要と考えており、そのような場がなくなってきていることが課題であると

考えている。町内会との合同イベントを通して地域との交流の機会になることを目的として

いる。 

③ どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

大学を使用することで、稔町町内会の住民は大学自体に触れあう機会も増え、秋祭りを通し

て学生と地域住民との関係性の構築につながる。また、イベントを通して少しでも学生も周囲

の地域に目を向ける機会となり、地域に対する興味や良さを知る機会になること、また参加し

た子供たちが町内と大学のつながりを感じ、地方の大学にも興味を持っていただけることを

期待している。 
④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

昨年度も行っていたが、改めて大学との日程調整や露店商業組合・キッチンカー・町内会と

それぞれの打ち合わせを数回行った。行う内容や協力の程度、時期などで調整が難しかった。

検討の結果、町内の煮卵屋をメインとしたカレー・クレープの販売（物販）と福田餅屋、町内

の方と通した野菜販売の協力を得られた。 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

アンケート結果でも、参加者、町内の方からは概ね満足という結果であった。今年度は町内

会の方がブース協力にも来ていただき、学生と一緒にブースを盛り上げてくれたことで、実施

する側でも町内と学生との触れ合う場になったと考えられる。また、輪投げとボールすくいの

子供が楽しめる遊びも行った。活動の実施により、学生と町内会、一般の方とそれぞれが参加
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（（５５））地地域域活活性性化化ササーーククルル（（弘弘前前学学院院大大学学））  
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周りの学生と話をすると、県外も県内でも地域の飲食店や特産物を知らない学生やイベン

ト等にほとんど参加したことが無い学生を見かけることが多かった。このような中で、大学

周囲であっても他域住民との関係性は希薄化しているように感じており、大学生活を通して

地域の方と触れ合うことの少なさを感じている。地方の大学として地域の方との触れ合いの

場があることは重要と考えており、そのような場がなくなってきていることが課題であると

考えている。町内会との合同イベントを通して地域との交流の機会になることを目的として

いる。 

③ どういった活動が地域活性化につながると考え実施したか 

大学を使用することで、稔町町内会の住民は大学自体に触れあう機会も増え、秋祭りを通し

て学生と地域住民との関係性の構築につながる。また、イベントを通して少しでも学生も周囲

の地域に目を向ける機会となり、地域に対する興味や良さを知る機会になること、また参加し

た子供たちが町内と大学のつながりを感じ、地方の大学にも興味を持っていただけることを

期待している。 
④事業を成功させるために何を検討し実施したか 

昨年度も行っていたが、改めて大学との日程調整や露店商業組合・キッチンカー・町内会と

それぞれの打ち合わせを数回行った。行う内容や協力の程度、時期などで調整が難しかった。

検討の結果、町内の煮卵屋をメインとしたカレー・クレープの販売（物販）と福田餅屋、町内

の方と通した野菜販売の協力を得られた。 

⑤事業を実施したことにより、どのような成果が得られたか 

アンケート結果でも、参加者、町内の方からは概ね満足という結果であった。今年度は町内

会の方がブース協力にも来ていただき、学生と一緒にブースを盛り上げてくれたことで、実施

する側でも町内と学生との触れ合う場になったと考えられる。また、輪投げとボールすくいの

子供が楽しめる遊びも行った。活動の実施により、学生と町内会、一般の方とそれぞれが参加
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し触れ合いの場になったことは一つの成果である。町内の方からは「また機会があれば参加し

たい」「大学にはどんどん町内などの地域と交流の場を設けてほしい」などの声もあった。ま

た、参加者からは「学生と地域の方の交流があるのは良い。」「稔町にこのような商品があった

のを初めて知った。また購入したい」などの声もあった。 

これらから、各町内で子どもや人口が少なくなってきている中でも一緒に活動を行うこと

で地域と学生、子供たちが触れ合う場の提供となる。さらに、町内の販売物や飲食物を紹介す

ることで、狭い地域ではあるが今後販売の促進や様々な町内に目を向けるきっかけになった

と考えられる。昨年度は学生が考えた企画に対して町内から協力を得ていたが、今年度は野菜

の販売などで町内会の方が意見を出してくれた内容もあり、関係性も構築できてきている。 

３ 事業実施報告 

①具体的な事業報告・方法 

 弘前学院大学のキャンパス内で 10 月 13 日に行った。単独の開催とはせずに弘前学院大学

の文化祭と同時に行った。稔町町内会を含む地域の方々が学生とのつながりを形成すること

を目的とした。町内会とのブースにも多くの方が参加しており、約 80名の方がブースに参加

してくれた。 

参加した子供と保護者にアンケートを行い、概ね満足の回答を得られた。回答の中でも「子供

が夢中になって楽しんでいた。」「稔町内に来る機会はあまりなかったが、煮卵屋やカレーの自

販機などがあることを初めて知った。」「学生と話をすることができて子供も楽しんでいた。」

「学生だけでなく町内の方もいたのが新鮮だった」などの意見を頂いた。 

また、協力を得られた町内会の方からは「お手伝いが少ししかできなかったが満足でした。」、

「学生との触れ合いの中でいろいろと出会いとかもできた。」、「今後は近隣の町内会も参加し

てはどうか」、「看護のサークルに頑張ってもらっているが大学や他の学部などもっと広げら

れると良いと思った」などの意見を頂いた。 

 

②構成員の具体的な人数や役割 

当日のブースの担当者 6名の学生と町内会の方 1名が担当した。 

物販に協力を頂いたのは、煮卵屋、カレー屋、クレープ屋、福田餅屋、麺棒たけや。 

事業全体の統括、広報、経費管理はサークルの学生のうち約 4名が先になって準備を行った。 

大学の事務を含む大学関係者との連絡調整、近隣の商店街・キッチンカー・露店との連絡や協

力の可否の確認、町内会との連携、日程調整、ポスター作製を教員と協力しサークル学生が担

当した。 

③実施スケジュールを記入 

5月下旬～ 大学キャンパスの使用の有無確認 

 6月～9月  町内会との打ち合わせ 

 9月      物品等の準備、ポスターやチラシの配布 

10月    町内会とのイベントを開催（弘前学院大学の文化祭に参加する形で開催した） 

12 月    関係者へ実施後のアンケートの依頼・分析 
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４ 補助金による支援の効果 

ポスター等による宣伝、当日の準備等に使用させていただき、集客を含め活用できた。 

実際に話されたこととして、「ポスターを見て文化祭や町内のブースなどがあることを知っ

た。楽しそうだと感じてきました。」という声もあり、補助金によって町内とのイベントを地

域に知らせることになり、市民の方が外に出るきっかけにもつながったと思う。 

５ 反省点・改善点 

宣伝やポップの作成費用はコンソーシアムの費用を活用させていただいているが、輪投

げ、ボールすくいなどの準備にも費用が発生しており、部費を使用した。予算について使用

できる範囲に合わせて準備にかかる費用も再検討する必要がある。 

 一般の町内の方にも協力してもらうことができたがより協力しやすい体制が必要である。

今回は副会長との打ち合わせがメインだったが、町内との関係性がもう少しできてくればも

っと町内の方への協力を依頼できるかもしれない。 

 昨年度の反省点と同様に他の町内と合同で行うことも可能かもしれない。このことによ

り、広く参加してもらうことができる。 

６ 特記事項 

 文化祭との合同開催は集客という点や大学の許可を得やすいという点で良さを感じてい

る。 

稔町町内にお店自体が少ないのもあり、今後は検討を要する。 

 ブース内での売り上げは全て物販のものであり、各お店の売り上げとなります。 

サークルの収入になったものはありません。 

 

７ 事業実施時の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加された子供と保護者がボールすくいをしている様子 
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（（６６））弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学救救急急救救命命研研究究会会（（弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学短短期期大大学学部部））  

１ 事業名称 

防災救急教室 

～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

２ 事業実施概要 

 日本は災害大国であり、いつどこで災害が起きるかわからない。比較的災害が少ないと言わ

れている弘前市においても令和 4 年には観測史上最大の集中豪雨を記録し、河川の氾濫や土砂

災害、農園での被害も発生した。このような状況において日頃から防災意識を高めていくこと

が重要である。しかし、学校や職場で実施されている防災訓練は年に数回程度であり、その中

でも地震・火災などが発生した際の避難訓練が中心に行われている。このことから実際に災害

が発生した際の対応や防災の知識を深く身につける機会が少ないことが課題であると考える。

本事業では、同じ時間に同じ空間で内容を共有することで知識の定着を図るため、親子参加型

としている。昨年度は第 1 事業・第 2 事業に分けて実施したが、今年度は実施回数を増やし、

第 3 事業まで行った。防災救急教室の内容は心肺蘇生法・防災クイズを基本とし、第 1 事業で

はそれらに本学の設備を十分に活用して暗闇脱出ゲーム・ボルダリング・災害時の炊き出しと

いった内容を、第 3 事業ではご依頼を元に段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担架の組み立て

と取り扱い・災害時の炊き出しといった内容の他、防災クイズで緊急地震速報音の視聴をした

り、市販の防災食の紹介も追加し、半日を通して防災について学ぶことができる体験型のイベ

ントを開催した唯一学外で実施した第 2 事業では、弘前市立石川小学校の PTA からご依頼をい

ただき、石川小学校に伺い、心肺蘇生法・防災クイズ・段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担

架の組み立てと取り扱いを親子で体験してもらうことができた。 

 今回は、一昨年度からの課題である参加者の増加に力を入れ活動した。第 1 事業前にはボラ

ンティアとして参加した川先地区の納涼祭にて、参加者へチラシを配布して広報活動を実施し

た。また、複数の児童館を訪ねて、チラシを配布し、保護者への周知を図った。併せて、SNSを

活用して告知を行った。これらの広報活動の結果、外部より直接依頼をいただくことができた。 

本学で実施した防災救急教室にてアンケート結果は次の通りである。「子どもも大人も楽しく

学べてよかった」「忘れないうちに突然災害が起きた時に出来ることを子どもたちと話してみ

る」「見たことがあるというだけでなく、やってみたことがあるという経験が必要だと感じた」

「限られた時間の進行の中で楽しみながら必要な知識が得られ、経験できた」「知っているつも

りの災害・救急について改めて知ることもたくさんありとても楽しい時間だった」などの意見

をいただいた。また、子どもたちにも実施後に簡単なアンケートを実施し「暗闇脱出ゲームが

楽しかった」「心肺蘇生法がよくわかった」といった子供の視点からの具体的な感想もいただき、

満足のいく結果となった。今年度の本事業は複数開催することで多くの人に体験していただく

ことができ、防災の重要性を再認識してもらえる機会となった。 

３ 事業実施報告 

① 事業報告 

【第 1事業】防災救急教室～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

 日  時：令和 6年 9月 7日（土） 11：00～14：00 

 場  所：弘前医療福祉大学短期大学部 USAR訓練棟 

内  容：心肺蘇生法、防災クイズ、ボルダリング、暗闇脱出ゲーム、災害時の炊き出し 

参加人数：親子５組 計 11名（小学生 6名） 
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学生地域活動支援事業 

（（６６））弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学救救急急救救命命研研究究会会（（弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学短短期期大大学学部部））  

１ 事業名称 

防災救急教室 

～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

２ 事業実施概要 

 日本は災害大国であり、いつどこで災害が起きるかわからない。比較的災害が少ないと言わ

れている弘前市においても令和 4 年には観測史上最大の集中豪雨を記録し、河川の氾濫や土砂

災害、農園での被害も発生した。このような状況において日頃から防災意識を高めていくこと

が重要である。しかし、学校や職場で実施されている防災訓練は年に数回程度であり、その中

でも地震・火災などが発生した際の避難訓練が中心に行われている。このことから実際に災害

が発生した際の対応や防災の知識を深く身につける機会が少ないことが課題であると考える。

本事業では、同じ時間に同じ空間で内容を共有することで知識の定着を図るため、親子参加型

としている。昨年度は第 1 事業・第 2 事業に分けて実施したが、今年度は実施回数を増やし、

第 3 事業まで行った。防災救急教室の内容は心肺蘇生法・防災クイズを基本とし、第 1 事業で

はそれらに本学の設備を十分に活用して暗闇脱出ゲーム・ボルダリング・災害時の炊き出しと

いった内容を、第 3 事業ではご依頼を元に段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担架の組み立て

と取り扱い・災害時の炊き出しといった内容の他、防災クイズで緊急地震速報音の視聴をした

り、市販の防災食の紹介も追加し、半日を通して防災について学ぶことができる体験型のイベ

ントを開催した唯一学外で実施した第 2 事業では、弘前市立石川小学校の PTA からご依頼をい

ただき、石川小学校に伺い、心肺蘇生法・防災クイズ・段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担

架の組み立てと取り扱いを親子で体験してもらうことができた。 

 今回は、一昨年度からの課題である参加者の増加に力を入れ活動した。第 1 事業前にはボラ

ンティアとして参加した川先地区の納涼祭にて、参加者へチラシを配布して広報活動を実施し

た。また、複数の児童館を訪ねて、チラシを配布し、保護者への周知を図った。併せて、SNSを

活用して告知を行った。これらの広報活動の結果、外部より直接依頼をいただくことができた。 

本学で実施した防災救急教室にてアンケート結果は次の通りである。「子どもも大人も楽しく

学べてよかった」「忘れないうちに突然災害が起きた時に出来ることを子どもたちと話してみ

る」「見たことがあるというだけでなく、やってみたことがあるという経験が必要だと感じた」

「限られた時間の進行の中で楽しみながら必要な知識が得られ、経験できた」「知っているつも

りの災害・救急について改めて知ることもたくさんありとても楽しい時間だった」などの意見

をいただいた。また、子どもたちにも実施後に簡単なアンケートを実施し「暗闇脱出ゲームが

楽しかった」「心肺蘇生法がよくわかった」といった子供の視点からの具体的な感想もいただき、

満足のいく結果となった。今年度の本事業は複数開催することで多くの人に体験していただく

ことができ、防災の重要性を再認識してもらえる機会となった。 

３ 事業実施報告 

① 事業報告 

【第 1事業】防災救急教室～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

 日  時：令和 6年 9月 7日（土） 11：00～14：00 

 場  所：弘前医療福祉大学短期大学部 USAR訓練棟 

内  容：心肺蘇生法、防災クイズ、ボルダリング、暗闇脱出ゲーム、災害時の炊き出し 

参加人数：親子５組 計 11名（小学生 6名） 

 

学生地域活動支援事業 

 【第 2事業】防災救急教室～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

 日  時：令和 6年 10月 12日（土） 9：00～12：00 

 場  所：弘前市立石川小学校 

内  容：心肺蘇生法、防災クイズ、 段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担架 

参加人数：親子 19組 計 43名（小学生 25名） 

 

【第 3事業】防災救急教室～親子で楽しく防災・救急を学んで命のバトンを繋げよう～ 

日  時：令和７年 1月 12日（日） 11：00～14：00 

場  所：弘前医療福祉大学短期大学部 USAR 訓練棟 

内  容：心肺蘇生法、防災クイズ、段ボールベッド、簡易トイレ、毛布担架、災害時の

炊き出し 

参加人数：親子５組 計 10名（小学生 8名、中学生 2名） 

 

② 実施スケジュールを記入 

  6月上旬              ヒアリング審査・第一事業準備 

  9月 7日               第 1事業実施 

9月上旬～10月上旬         第 2事業準備 

10月 12 日         第 2事業実施 

10月中旬～1月上旬       第 3事業準備 

1月 12日               第 3事業実施 

10月下旬～令和 7年 2月   成果発表準備 

 

４ 補助金による支援の効果 

第 1 事業・第 3 事業では、日常生活ではあまり口にすることのない非常食のアルファ化米を

購入し、実際に食べていただくことができた。参加記念品として防災グッズを配付し、事業当

日から災害に対する備えを行うことができ、防災に対する意識付けもできた。また、前年度よ

りも多くの開催を実現することができ、依頼元の希望に沿った内容を行うことができた。 

 

５ 反省点・改善点 

事業を複数回行うことで多くの方に参加してもらうことができた。昨年度の事業では終日

を使って実施したため、保護者参加のハードルが高くなってしまい、時間が長く子どもたち

の集中力が切れてしまうという反省点が残った。これらを改善させるために今年度は開催時

間を大幅に短縮した。しかし、実施内容と時間のバランスが取れず、準備していた内容を網羅

できないことがあった。次年度以降は事業毎に対象者に合わせた到達目標を設定し、限られ

た時間の中で充実した内容を提供できるよう再構築したい。 

直接の依頼をいただくことが増えたことから、防災救急教室の需要は大きく、今後も引き続

き実施していくべきであると考える。前年度事業後に実施したアンケートの結果から、事業を

複数回開催したり開催時間を短くしたりすることで参加しやすいイベントになることが分かっ

たため、今年度の事業では内容を見直すことで課題の解決に至った。 

次年度以降の活動では更にブラッシュアップすることで、より良い事業にしていきたい。 
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６ 特記事項 

 私たちがこの活動を通して一番に重視したことは、「親子で楽しく知識を深めてもらう」と

いうことである。昨年度から本団体で実施してきた学生地域活動支援事業では、対象を親子

にすることで家族の間で知識を深めることができた。また、親子で参加することで安心感や

活動しやすい環境につながると考える。当日は、職場や学校の訓練、家庭では体験できない内

容に関して本学を十分に活用して体験してもらうことができた。また実施場所が本学でない

場合でも本学の資器材をできる限り持ち出して親子で一緒に実際に体験してもらうことがで

きた。親子間での話し合いを通して知識を深めている場面が見られたことから、今回の事業

の目的でもある“親子で災害についての深い知識を定着させる”ということを達成できたと

考える。参加者の子どもたち一人一人に防災グッズを配付し、家庭に持ち帰って災害の意識

をさらに高めることもできた。実施後のアンケートで保護者の方から「見たことがあるとい

うだけでなく、やってみたことがあるという経験が必要だと感じた」という感想をいただき、

親子参加型を昨年度から引き継いで実施した甲斐があったと感じる。 

企画を計画し、実施することの大変さや市民の意見を取り入れたり、需要を考えたり依頼

内容に沿った事業内容を考えたりすることの難しさを感じることができたこの事業は、我々

学生にとって貴重な社会経験の場となった。今年度は多くの依頼をいただき小学生に対する

防災救急教室の需要がまだまだたくさんあることが分かり、今後の救急救命研究会活動に活

かしていきたい。 

 

７ 事業実施時の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルダリング体験             暗闇脱出ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し提供               心肺蘇生法教育 
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学生地域活動支援事業 

６ 特記事項 

 私たちがこの活動を通して一番に重視したことは、「親子で楽しく知識を深めてもらう」と

いうことである。昨年度から本団体で実施してきた学生地域活動支援事業では、対象を親子

にすることで家族の間で知識を深めることができた。また、親子で参加することで安心感や

活動しやすい環境につながると考える。当日は、職場や学校の訓練、家庭では体験できない内

容に関して本学を十分に活用して体験してもらうことができた。また実施場所が本学でない

場合でも本学の資器材をできる限り持ち出して親子で一緒に実際に体験してもらうことがで

きた。親子間での話し合いを通して知識を深めている場面が見られたことから、今回の事業

の目的でもある“親子で災害についての深い知識を定着させる”ということを達成できたと

考える。参加者の子どもたち一人一人に防災グッズを配付し、家庭に持ち帰って災害の意識

をさらに高めることもできた。実施後のアンケートで保護者の方から「見たことがあるとい

うだけでなく、やってみたことがあるという経験が必要だと感じた」という感想をいただき、

親子参加型を昨年度から引き継いで実施した甲斐があったと感じる。 

企画を計画し、実施することの大変さや市民の意見を取り入れたり、需要を考えたり依頼

内容に沿った事業内容を考えたりすることの難しさを感じることができたこの事業は、我々

学生にとって貴重な社会経験の場となった。今年度は多くの依頼をいただき小学生に対する

防災救急教室の需要がまだまだたくさんあることが分かり、今後の救急救命研究会活動に活

かしていきたい。 

 

７ 事業実施時の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルダリング体験             暗闇脱出ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し提供               心肺蘇生法教育 
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段ボールベッド体験             防災クイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛布担架体験 
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学生地域活動支援事業 

（（７７））wwaakkuu  wwaakkuu  cclluubb（（弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学））  

１ 事業名称 

小比内健康いきいきプロジェクト～つなげよう！健康リレー～ 

２ 事業実施概要 

小比内地区住民が、楽しみ、生きがいを見つけながら、健康への関心や健康づくりへの意欲

を向上することを目的として、今年度は、小比内地区、高田地区、福村地区の住民を対象とし

て(１)健康づくり活動（健康教室）を 2回行った。 

(１)健康づくり活動（健康教室） 

小比内地区、高田地区、福村地区に住んでいる住民を対象とし、健康教室を 2回（①9月 26

日、②11月 23日）実施した。2回とも会場は小比内農業研修会館を使用した。参加名数は 1回

目 10名、2回目 12名で 2回連続参加してくれる方が多く見受けられた。 

【健康教室 1回目】 

・血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、前半と後半に分け、前半は住民同士の交流を

目的としたゲームを 3つ（紅葉の箸つかみ、網キャッチ、ボール落とし）準備し、それぞれ

ブースを設け、参加者がすべてのブースを回るように誘導して実施した。ゲームでは、高齢

者が声を出し、楽しみながらも健康の要素を取り入れ、より効果的に実施できるように学生

が声がけをして実施した。3 つのゲームブースでは、ポイント制にし、参加者が意欲的に実

施できるように工夫した。また、後半は健康への意識向上の機会とし、食事に関する健康教

室（低栄養予防のための食事の工夫について等）を実施した。 

【健康教室 2回目】 

・血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、第一部として高血圧をテーマとした健康講話

（高血圧の症状・原因、冬に向けたヒートショック予防について）を約 20分実施した。第二

部では、高血圧予防にもつながる、冬に自宅でできる簡単体操を歌いながら実施した。参加

者全員が参加しやすいように歌詞を貼り参加者が知っている曲を選曲する等、工夫をして行

った。 

今年度は昨年度までの改善点として挙げられていた、対象の拡大・事業の拡大を目指して活

動した。計画当初の段階では、対象の拡大に向けて小比内町会会長を通して、近隣地区の高田

地区や福村地区にも赴いて健康教室を実施予定だったが、既に高田地区、福村地区町内の年度

内行事や年間スケジュールが決まっており、実施することにつながらなかった。しかし、別地

区での次年度実施へ向けたきっかけづくりとなった。 

３ 事業実施報告 

①具体的な事業報告・方法 

(１)健康づくり活動（健康教室） 

【健康教室 1回目】 

場所：小比内農業研修会館 

日時：9月 26日 10 時～11時 00 分 

対象：小比内地区、高田地区、福村地区の住民の皆さん 

参加名数：10名（男性：7名、女性：3名）（年代：70歳代～80歳代） 

<健康教室テーマ>：みんなで笑顔に～いきいき健康づくり～「低栄養予防について」 

<内容>：血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、前半と後半に分け、前半は住民同士で

交流しながら身体を動かすことができるゲームを 3つ（紅葉の箸つかみ、網キャッチ、ボール

落とし）準備し、それぞれブースを設け、参加者がすべてのブースを回るように誘導して実施

した。①箸つかみでは、利き手首にリストウェイト（おもり）を装着してもらい箸で別の皿に
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（（７７））wwaakkuu  wwaakkuu  cclluubb（（弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学））  

１ 事業名称 

小比内健康いきいきプロジェクト～つなげよう！健康リレー～ 

２ 事業実施概要 

小比内地区住民が、楽しみ、生きがいを見つけながら、健康への関心や健康づくりへの意欲

を向上することを目的として、今年度は、小比内地区、高田地区、福村地区の住民を対象とし

て(１)健康づくり活動（健康教室）を 2回行った。 

(１)健康づくり活動（健康教室） 

小比内地区、高田地区、福村地区に住んでいる住民を対象とし、健康教室を 2回（①9月 26

日、②11月 23日）実施した。2回とも会場は小比内農業研修会館を使用した。参加名数は 1回

目 10名、2回目 12名で 2回連続参加してくれる方が多く見受けられた。 

【健康教室 1回目】 

・血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、前半と後半に分け、前半は住民同士の交流を

目的としたゲームを 3つ（紅葉の箸つかみ、網キャッチ、ボール落とし）準備し、それぞれ

ブースを設け、参加者がすべてのブースを回るように誘導して実施した。ゲームでは、高齢

者が声を出し、楽しみながらも健康の要素を取り入れ、より効果的に実施できるように学生

が声がけをして実施した。3 つのゲームブースでは、ポイント制にし、参加者が意欲的に実

施できるように工夫した。また、後半は健康への意識向上の機会とし、食事に関する健康教

室（低栄養予防のための食事の工夫について等）を実施した。 

【健康教室 2回目】 

・血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、第一部として高血圧をテーマとした健康講話

（高血圧の症状・原因、冬に向けたヒートショック予防について）を約 20分実施した。第二

部では、高血圧予防にもつながる、冬に自宅でできる簡単体操を歌いながら実施した。参加

者全員が参加しやすいように歌詞を貼り参加者が知っている曲を選曲する等、工夫をして行

った。 

今年度は昨年度までの改善点として挙げられていた、対象の拡大・事業の拡大を目指して活

動した。計画当初の段階では、対象の拡大に向けて小比内町会会長を通して、近隣地区の高田

地区や福村地区にも赴いて健康教室を実施予定だったが、既に高田地区、福村地区町内の年度

内行事や年間スケジュールが決まっており、実施することにつながらなかった。しかし、別地

区での次年度実施へ向けたきっかけづくりとなった。 

３ 事業実施報告 

①具体的な事業報告・方法 

(１)健康づくり活動（健康教室） 

【健康教室 1回目】 

場所：小比内農業研修会館 

日時：9月 26日 10時～11時 00分 

対象：小比内地区、高田地区、福村地区の住民の皆さん 

参加名数：10名（男性：7名、女性：3名）（年代：70歳代～80歳代） 

<健康教室テーマ>：みんなで笑顔に～いきいき健康づくり～「低栄養予防について」 

<内容>：血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、前半と後半に分け、前半は住民同士で

交流しながら身体を動かすことができるゲームを 3つ（紅葉の箸つかみ、網キャッチ、ボール

落とし）準備し、それぞれブースを設け、参加者がすべてのブースを回るように誘導して実施

した。①箸つかみでは、利き手首にリストウェイト（おもり）を装着してもらい箸で別の皿に
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移す動作をしてもらった。小さい紅葉のポイントを高くし、10秒間でより多くつかみ移動でき

るように声がけをした。網キャッチでは学生と 2名１組になり、学生が投げ住民は網ですくう

役割とした。網ですくう際は、足を大きく 1歩前に出すように意識してもらった。投げるもの

は大きさを変え、高齢者が意識し集中できるように工夫した。③ボール落としでは、段ボール

に 3 色の穴を空け、3 色のボールを同じ色の穴に落とすよう考えながら体を動かせるように実

施した。 

血圧測定では、血圧についての説明や住民の普段の生活の中で血圧を意識して暮らしている

か、通院や服薬の継続性、運動等、住民の話を聞くことができ、住民の関心度を知ることにつ

ながった。 

ゲームでは、高齢者が楽しみながら健康的に実施できるように学生が声がけをして実施し、各

ゲームブースでは、ポイント制にすることで参加者が意欲的に実施できるように工夫した。ま

た、後半は健康への意識向上の機会とし、食事に関する健康教室（低栄養予防のための食事の

工夫について等）を実施した。 

＜アンケート結果＞ 

〇参加者 10名 アンケート回答者 9名/10名（回収率 90%） 

地区：小比内地区 9名、福村地区 1名 

１．健康教室に参加した理由（複数回答） 

⇒毎年参加しているから（4 名）、友人から誘われた（3名）、健康に興味があったから（3

名）、イベント告知用チラシを見た（2名）、テーマが楽しそうだから（2名）、町内会の LINE

で知った（1名）、その他（１名：町会で誘われたから） 

２．第 1部（前半のゲーム）について良かったと思うこと（複数回答） 

⇒ゲームの内容が楽しかった（7名）、学生に会えて楽しかった（6名）自分の身体につい

て知ることができた（5名）、地域の人と交流できた（3名）、ゲームを通じて身体を動かす

ことができた（3名）、その他（１名：若い人からパワーをもらう） 

３．後半の健康教室について良かったと思うこと（複数回答） 

  ⇒低栄養にならないための方法が理解できた（7名：70.0％）、食事バランスゲームが分か

りやすかった（6名：60.0％）、低栄養について理解できた（4名：40.0％）、1食の目安の

量について理解できた（4名：40.0％）、その他（1名：わかりやすかった） 

４．また来年も参加したいと思ったか  

⇒ぜひ参加したい（7名：70.0％）、機会があったら参加したい（2名：20.0％） 

５．来年度の健康教室で知りたい内容 

⇒老年になってどうしたら楽しく過ごせるか、認知症について、薬の飲み方、体操のよう

な身体を動かす機会があればよかった。 

 

【健康教室 2回目】 

場所：小比内農業研修会館  

日時：11月 23日 10時～11時 00分 

対象：小比内地区、高田地区、福村地区の住民の皆さん 

参加名数：12名（男性：6名、女性：6名）（年代：70歳代～80歳代） 

<健康教室のテーマ>：簡単体操で血圧を守ろう 

‹内容>高血圧やヒートショックの説明、家でできる簡単体操 

<内容>：血圧測定を行い参加者の体調を把握した上で、第一部と第二部に分けて実施した。第

一部では、高血圧をテーマに高血圧の症状・原因、ヒートショックについて（起こりやすい場

面、予防方法等）健康講話を 20分ほど実施した。休憩を挟み、第二部では、体操による血圧へ

の効果の講話と冬に家でできる簡単体操（足踏み、ももあげ、かかとあげ、つま先上げ、ツイ
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スト運動）を実施した。健康レベルを見ると、立位のままで実施した参加者は 10名、座位で実

施した参加者は 2名であった。前方に模造紙（歌詞を記載）を貼り、色調で体操の順番がわか

るように工夫すると同時に、参加者が歌いながらできるように曲のテンポも考え実施した。 

＜アンケート結果＞ 

〇参加者 12名 アンケート回答者 12 名/12名（回収率 100％） 

①高血圧の原因とリスクについての理解⇒できた 7名（58.3％）、少しできた 5名（41.7％） 

②高血圧の予防法についての理解⇒できた 8名（66.7％）、少しできた 4名（33.3％） 

③体操の効果についての理解⇒できた 11名（91.7％）、少しできた 1名（8.3％） 

④体操の方法についての理解⇒できた 9名（75.0％）、少しできた 3名（25.0％） 

⑤体操の継続性⇒継続したいと思った 8名（66.7％）、少し継続したいと思った 4名（33.3％） 

 

〇健康教室の感想や改善点 

・授業の一貫で取り組んでいる所が非常に良く、地元の人達との交流が大事だと思う。 

・色々考えて分かりやすく伝えることも皆さんの努力に感心する。 

・日頃から血圧が高いが気にしないようにしている。血圧を下げる体操も教えてもらったが、

その場限りで終わりになっている。 

・難聴のため、声が聴きづらかった。 

・1 日の食事のとり方についてまた機会があったらやってほしい。 

・とても楽しくてやりがいがあり、続けたいと思う。 

・（体操が）立っても座ってもできるのが良かった。 

・無理なお願いだが、月 3回できたらいいなあ。 

 

②構成員の具体的な名数や役割 

◎4 年生（13名） 7名、6名のグループに分けて Aチーム、Bチームで活動。 

〇リーダー4名（事業統括者 1名、事業統括補助者 2名、経費管理担当者 1名） 

【役割】申請書、報告書の作成、ヒアリング審査への参加、教員やコンソ事務局とのやりとり、

老名クラブ等との日程調整、打ち合わせ、年間スケジュールの作成、3年生・4年生への連絡・

調整、成果発表会参加。 

〇健康教室係（9名） 

【役割】健康教室の企画から運営すべて（指導案作成、パワーポイント作成、チラシ・ポスタ

ー作成、アンケート作成、当日の運営、実施後のアンケート集計、成果発表に向けたポスター

作成等） 

〇健康教室 Aチーム 7名（リーダー2名、健康教室係 5名） 

【役割】11月 23 日の健康教室の企画から運営すべて 

〇健康教室 Bチーム 6名（リーダー2名、健康教室係 4名） 

【役割】9月 26 日の健康教室の企画から運営すべて 

◎3 年生（3名） 

今年度より保健師志望の確定時期が９月になったことから、次年度の活動と今後の組織を

考え、リーダー（２名）を決めてもらった。また、今年度は、主に４年生実施の２回目の健

康教室へ（１１月）参加（３名）してもらい、住民と触れ合うこと、そして活動内容や方法

を知ってもらう機会とした。 

③実施スケジュール 

7月上旬 町会長さんとの打ち合わせ（4年生リーダー）、 

7月下旬 町会長さん・老名クラブ副会長さんとの打ち合わせ（4年生リーダー）、 

8月下旬 健康教室 1回目準備、健康教室告知ポスター配布（Bチーム） 
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スト運動）を実施した。健康レベルを見ると、立位のままで実施した参加者は 10 名、座位で実

施した参加者は 2名であった。前方に模造紙（歌詞を記載）を貼り、色調で体操の順番がわか

るように工夫すると同時に、参加者が歌いながらできるように曲のテンポも考え実施した。 

＜アンケート結果＞ 

〇参加者 12名 アンケート回答者 12名/12名（回収率 100％） 

①高血圧の原因とリスクについての理解⇒できた 7名（58.3％）、少しできた 5名（41.7％） 

②高血圧の予防法についての理解⇒できた 8名（66.7％）、少しできた 4名（33.3％） 

③体操の効果についての理解⇒できた 11名（91.7％）、少しできた 1名（8.3％） 

④体操の方法についての理解⇒できた 9名（75.0％）、少しできた 3名（25.0％） 

⑤体操の継続性⇒継続したいと思った 8名（66.7％）、少し継続したいと思った 4名（33.3％） 

 

〇健康教室の感想や改善点 

・授業の一貫で取り組んでいる所が非常に良く、地元の人達との交流が大事だと思う。 

・色々考えて分かりやすく伝えることも皆さんの努力に感心する。 

・日頃から血圧が高いが気にしないようにしている。血圧を下げる体操も教えてもらったが、

その場限りで終わりになっている。 

・難聴のため、声が聴きづらかった。 

・1日の食事のとり方についてまた機会があったらやってほしい。 

・とても楽しくてやりがいがあり、続けたいと思う。 

・（体操が）立っても座ってもできるのが良かった。 

・無理なお願いだが、月 3回できたらいいなあ。 

 

②構成員の具体的な名数や役割 

◎4年生（13名） 7名、6名のグループに分けて Aチーム、Bチームで活動。 

〇リーダー4名（事業統括者 1名、事業統括補助者 2名、経費管理担当者 1名） 

【役割】申請書、報告書の作成、ヒアリング審査への参加、教員やコンソ事務局とのやりとり、

老名クラブ等との日程調整、打ち合わせ、年間スケジュールの作成、3年生・4年生への連絡・

調整、成果発表会参加。 

〇健康教室係（9名） 

【役割】健康教室の企画から運営すべて（指導案作成、パワーポイント作成、チラシ・ポスタ

ー作成、アンケート作成、当日の運営、実施後のアンケート集計、成果発表に向けたポスター

作成等） 

〇健康教室 Aチーム 7名（リーダー2名、健康教室係 5名） 

【役割】11月 23日の健康教室の企画から運営すべて 

〇健康教室 Bチーム 6名（リーダー2名、健康教室係 4名） 

【役割】9月 26日の健康教室の企画から運営すべて 

◎3年生（3名） 

今年度より保健師志望の確定時期が９月になったことから、次年度の活動と今後の組織を

考え、リーダー（２名）を決めてもらった。また、今年度は、主に４年生実施の２回目の健

康教室へ（１１月）参加（３名）してもらい、住民と触れ合うこと、そして活動内容や方法

を知ってもらう機会とした。 

③実施スケジュール 

7月上旬 町会長さんとの打ち合わせ（4年生リーダー）、 

7月下旬 町会長さん・老名クラブ副会長さんとの打ち合わせ（4年生リーダー）、 

8月下旬 健康教室 1回目準備、健康教室告知ポスター配布（Bチーム） 
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9月中旬～下旬 健康教室準備・練習、リハーサル 

9月 26日 健康教室 1回目実施（4年生 7名）（Bチーム） 

9月下旬 学生振り返りアンケートの実施、参加者アンケートの集計 

10月下旬 健康教室 2回目準備、健康教室告知ポスター配布（Aチーム） 

11月上旬～中旬 健康教室 2回目準備・練習、リハーサル 

11月 23日 健康教室 2回目実施（4年生 7名、3年生 3名） 

11月下旬～１月 成果発表会に向けた準備、事業報告書の作成等 

４ 補助金による支援の効果 

補助金の支援を受けたことによって、今年度も継続して、学生が地区住民と接し交流する機

会を作ることができた。 

 実施にあたり、物品の準備は作成等によって工夫もしたが、購入した用品によって、参加者

にとって、より本格的に、集中して真剣にゲームに臨むことにつながり、参加者の楽しみを引

き出し、健康教室に参加することに繋げられた。 

 また、低栄養予防での健康教室で、参加者が日常生活でたんぱく質を意識的に摂ることがで

きるよう、たんぱく質がしっかり摂れるスープを実際に手に取って見て知ってもらうことがで

きた。参加者にとって、たんぱく質が身近なものであること、スーパーで簡単に手に入れられ

るイメージ、手軽に参加者の生活に取り入れられるイメージに繋げられる工夫となった。 

2 回目の健康教育では、筋トレグッズ(手首や足首に巻くおもり)を渡し、家に帰ってからも

運動を継続できるよう繋げることができた。 

このように、補助金を受けたことで、健康づくり活動の内容が充実し、住民同士や学生と住

民間でのコミュニケーションを増やすと共に、住民の方達が楽しみながらその場限りだけでは

ない健康づくり活動について継続されていくことは、地区の活性化と、ゆっくりではあるが、

弘前市全体の地域活性化につながったと考える。 

５ 反省点・改善点 

今年度で地区の拡大を考えていたが、他地区（高田地区、福村地区）町会長に伝えた際には、

既に各町会の年間行事が決まっていて、自分達の活動を計画に組み込むことができなかった。

しかし、小比内町会長から、他地区の町会長へ話がつながり、次年度は「寿大学」という場を

いただき健康教室を実施することにつなげられた。これは、これまでの私達の課題だった地区

や対象の拡大へ、また 1歩前進できたと考える。次年度の円滑な健康教室の実施に向けて、こ

れまでのつながりを大切にしつつ、学生間や学生と地区会長間等で早めに相談し計画的に取り

組んでいく必要があると考える。また、健康教室の周知も、各町会長方とのつながりを大切に

し、ポスターの配布方法や配布時期等をよく相談して早めに行動していきたい。そして、小

比内地区では地域活動も活発なため、元々あるイベントごとや活動を大切にし、自分達がそ

の場に出向くようにしながら、住民と一緒に活動や対象を拡大していきたいと考える。 

また、学生メンバーは、保健師志望の確定時期の変更に伴い、今年度は基本的に 4 年生の

みで waku waku club の活動を実施することが多かった。4 年生だけの少人数での取り組み方

を考えていくと共に、3年生との取り組み方についても工夫を図っていきたいと考える。 

６ 特記事項 

・活動を継続する上で、4 年生から 3 年生への引継ぎを強化する必要があると考えたため、引

継書と 4年間の振り返りと今後の計画案を準備し、活動の引継の機会を設ける。 

・健康教室は、新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ、マイコプラズマ肺炎等の対策を

考え、マスク着用と消毒を実施し、感染予防対策を行った。 
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７ 事業実施時の写真 

 

リハーサルの様子①（１回目）       健康教室の様子①（9月） 

健康教室の様子②             健康教室の様子③ 

健康教室の様子④              健康教室の様子⑤ 

健康教室の様子⑥               健康教室の様子⑦ 
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７ 事業実施時の写真 

 

リハーサルの様子①（１回目）       健康教室の様子①（9月） 

健康教室の様子②             健康教室の様子③ 

健康教室の様子④              健康教室の様子⑤ 

健康教室の様子⑥               健康教室の様子⑦ 
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集合写真 

リハーサルの様子①（11月）        リハーサルの様子②（11月） 

健康教室の様子①（11月）          健康教室の様子②（11月） 

健康教室の様子③（11月）            集合写真 
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３３．． 成成果果発発表表会会  

  事業の終了報告として、各学生団体が実施した事業の成果等を広く知ってもらうため、成果発

表会を開催した。また、当日の発表会運営を本コンソーシアムの学生委員会「いしてまい」が行

った。 

（１） 概要 

日 時：令和７年２月２３日（日） 

１３時００分～１５時２０分 

場 所：土手町コミュニティパーク 多目的ホール 

対 象：市民、学生、大学・行政関係者等 

（入場無料、申込不要） 

来場者：約３０名 

視聴者：約１３０名（アップルストリームＬＩＶＥ配信） 

主 催：大学コンソーシアム学都ひろさき 

共 催：弘前市 

 

（２） 発表会の様子 

【【成成果果発発表表のの様様子子】】  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（審審査査員員にによよるる））講講評評  

○地域課題が何だったのか、これからもっともっと探って私達市民や大学にアピールして欲

しい。 

○来年は学生の交流の場としてたくさんのサークルや団体が増えることを期待している。 

○反省点の分析がしっかり出来ているので、次年度に活かして欲しい。 
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学生地域活動支援事業 

３３．． 成成果果発発表表会会  

  事業の終了報告として、各学生団体が実施した事業の成果等を広く知ってもらうため、成果発

表会を開催した。また、当日の発表会運営を本コンソーシアムの学生委員会「いしてまい」が行

った。 

（１） 概要 

日 時：令和７年２月２３日（日） 

１３時００分～１５時２０分 

場 所：土手町コミュニティパーク 多目的ホール 

対 象：市民、学生、大学・行政関係者等 

（入場無料、申込不要） 

来場者：約３０名 

視聴者：約１３０名（アップルストリームＬＩＶＥ配信） 

主 催：大学コンソーシアム学都ひろさき 

共 催：弘前市 

 

（２） 発表会の様子 

【【成成果果発発表表のの様様子子】】  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（審審査査員員にによよるる））講講評評  

○地域課題が何だったのか、これからもっともっと探って私達市民や大学にアピールして欲

しい。 

○来年は学生の交流の場としてたくさんのサークルや団体が増えることを期待している。 

○反省点の分析がしっかり出来ているので、次年度に活かして欲しい。 

 

  

学生地域活動支援事業 

４４．． 事事業業成成果果  

  今年度は採択された７団体がそれぞれイベント実施や調査活動等、各団体の特徴を活かした学

生ならではのオリジナリティ溢れる活動を弘前市内各所で行った。これにより、学生と地域の人

との交流が新たに生まれ、活動を通して、自分達が生活する弘前市の新たな魅力や団体の今後の

目標や課題の発見に繋がったと考える。 

 

５５．． 次次年年度度以以降降のの実実施施にに向向けけたた改改善善点点  

・一般市民の参加が少なかった為、事業の周知について改めて検討したい。 

・質疑応答が少なく、学生同士の交流があまり行われなかった。ポスター周辺に椅子等を配置し

休憩時間に交流が生まれやすくするなど工夫が必要。また、アンケートの回答項目についても

精査が必要。 

 

【【参参考考】】同同事事業業のの要要項項  

（１）応募できる団体 

学生で構成される団体（ゼミ、研究室、課外活動団体等）で、次の要件の全てに該当するも

の。なお、既存の団体のほか、新たに組織する団体も対象とする。 

・学生の活動を教員が実質的に指導していること。（名義のみの顧問は不可とする。） 

・構成員が概ね５人以上であること。 

・コンソーシアム構成大学の学生で組織された団体であること。 

・事業完了後に開催される、成果発表会に必ず出席できること。 

 

（２）対象事業 

弘前市の地域活性化や地域課題の解決を目的に実施する事業で、次に掲げる要件の全てを満

たしているもの。 

・弘前市内で実施される事業であること。 

 ・弘前市民を対象にした事業であること。 

・令和７年１月３１日までに全経費の支払いと完了報告書の提出が完了する事業であること。 

（３）補助金額と補助対象経費 

① 補助金額 

・単一の団体が事業を行う場合：上限１００、０００円 

・異なる大学の団体が連携して事業を行う場合：上限２００、０００円 

② 補助対象経費 

事業を実施するために直接必要な経費とする。 

（講師等謝礼、旅費、消耗品費、原材料費、燃料費、印刷製本費、通信運搬費、保険料、会場

等使用料、賃借料及びその他本コンソーシアム会長が適当と認めたもの）  

 

（４）事業審査及び審査基準  

応募書類及び申請団体へのヒアリング等を実施し、次の１０項目について審査し、決定する。 

 ○適確性    ○効果性    ○適切性    ○自主性    ○実現性    

 ○公益性    ○地域性    ○費用妥当性  ○将来性    ○独創性 
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令和６年度活動報告 

Ⅱ．連携推進事業 
 
 
 
 
 
 
 
 





５大学合同シンポジウム 

５５大大学学合合同同シシンンポポジジウウムム  
  

  

１１．． 趣趣旨旨  

来場者が興味を持ちやすいテーマを設定し、市民向けの公開シンポジウムを開催すること

により、コンソーシアム及び構成大学の取組をより多くの人に知っていただけるようＰＲ活

動をする。 

  

  

２２．． 概概要要  

○テーマ 

「大学コンソーシアム学都ひろさき５大学合同シンポジウム ～今後の地震防災～」 

  

○内容 

「今後の地震防災」というテーマのもと、基調講演として弘前大学大学院地域共創科学研究

科長の片岡俊一氏から巨大地震のメカニズム、揺れの強さの予測結果、青森県の被害想定に

ついて講演。また、弘前大学の橋本恭男 社会連携担当理事・副学長と東日本大震災での被災

体験を地域に伝える活動をしている弘前大学教育学部 3 年の千葉菜々子氏を交え、被害軽減

のために我々がどのようなことができるのかパネルディスカッションを行った。 

 
○日時 

  令和６年１２月２２日（日） 

１３時３０分～１５時３０分 

  

○聴講方法 

・公開視聴会場（土手町コミュニティパーク） 

・オンライン配信（アップルストリーム） 

http://applestream.jp/ 

 

 

○基調講演講師 

  片岡 俊一 氏（弘前大学大学院地域共創科学研究科長） 

 

〇パネルディスカッション 

  モデレーター ： 弘前大学大学院地域共創科学研究科長    片岡 俊一 

  パネリスト ： 弘前大学社会連携担当理事・副学長    橋本 恭男 

           弘前大学教育学部３年          千葉 菜々子    

 

○聴講者 

公開視聴会場           ： ３５名 

  オンライン配信（LIVE）   ：１０３名 

  アーカイブ配信再生回数   ：１６６回 
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５大学合同シンポジウム 

○共催 

弘前市 

  

３３．． シシンンポポジジウウムムのの様様子子  

  【司会】後藤 真吾 

（弘前大学社会連携部社会連携課長・大学コンソーシアム学都ひろさき企画運営委員） 

基調講演 

「今後の地震防災」 

講師：片岡 俊一 氏（弘前大学大学院地域共創科学研究科長） 

本シンポジウムの第１部では、弘前大学大学院地域共創科学研究科長 片岡 俊一氏を講師に

迎え、南海トラフ地震を例に地震の発生メカニズムを説明した。また、青森県の地震被害想定、

被害軽減のためには事前対策が最も重要とし、「知識」「体の動かし方」「やる気」を身に付けてほ

しいと述べた。第２部では、モデレーターの片岡 俊一氏をはじめ、パネリストとして弘前大学

社会連携担当理事・副学長 橋本 恭男氏と弘前大学教育学部３年の千葉 菜々子氏を交えパネ

ルディスカッションを行った。橋本氏は自治体での勤務経験から行政目線での災害対策・対応を

紹介し、岩手県釜石市出身の千葉氏は東日本大震災での経験をもとに住民が事前に何をし、災害

発生時にはどのような行動をすべきか述べた。 

なお、当日は公開視聴及びライブ配信で１３８名が聴講した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

片岡 俊一 氏 講演の様子 

パネルディスカッションの様子 

− 68 −



５大学合同シンポジウム 

○共催 

弘前市 

  

３３．． シシンンポポジジウウムムのの様様子子  

  【司会】後藤 真吾 

（弘前大学社会連携部社会連携課長・大学コンソーシアム学都ひろさき企画運営委員） 

基調講演 

「今後の地震防災」 

講師：片岡 俊一 氏（弘前大学大学院地域共創科学研究科長） 

本シンポジウムの第１部では、弘前大学大学院地域共創科学研究科長 片岡 俊一氏を講師に

迎え、南海トラフ地震を例に地震の発生メカニズムを説明した。また、青森県の地震被害想定、

被害軽減のためには事前対策が最も重要とし、「知識」「体の動かし方」「やる気」を身に付けてほ

しいと述べた。第２部では、モデレーターの片岡 俊一氏をはじめ、パネリストとして弘前大学

社会連携担当理事・副学長 橋本 恭男氏と弘前大学教育学部３年の千葉 菜々子氏を交えパネ

ルディスカッションを行った。橋本氏は自治体での勤務経験から行政目線での災害対策・対応を

紹介し、岩手県釜石市出身の千葉氏は東日本大震災での経験をもとに住民が事前に何をし、災害

発生時にはどのような行動をすべきか述べた。 

なお、当日は公開視聴及びライブ配信で１３８名が聴講した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

片岡 俊一 氏 講演の様子 

パネルディスカッションの様子 

５大学合同シンポジウム 

大学からの

案内

19%

知人から

19%
チラシ/ポスター

42%

広報ひろさき

4%

SNS/ブログ

4%

HP

8%
その他

4%

学生

38%

大学職員（教員・事務等）

31%

公務員

15%

専業主婦（夫）

4%

会社員

4%

自営業

4%
その他

4%

４４．． アアンンケケーートト  

              

  

 

 

 

○回答者内訳 

 

 【年代別】 

 回答数 (％) 

～１０代 ５( １９％) 

 ２０代 ５( １９％) 

 ３０代  ２(  ８％) 

 ４０代  ６( ２３％) 

 ５０代  ４( １５％) 

 ６０代  ２(  ８％) 

  ７０代～ ２(  ８％) 

計 ２６(１００％) 

 

【職業別】 

 

 

○今回のシンポジウムを何で知ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答数 (％) 

大学職員(教員、事務等) ８( ３１％) 

学生 １０( ３８％) 

公務員 ４( １５％) 

専業主婦(夫) １(  ４％) 

会社員 １(  ４％) 

自営業 １(  ４％) 

その他 １(  ４％) 

計 ２６(１００％) 

 回答数 (％) 

①大学からの案内 ５( １９％) 

②知人から ５( １９％) 

③チラシ/ポスター １１( ４２％) 

④広報ひろさき １(  ４％) 

⑤ＳＮＳ/ブログ １(  ４％) 

⑥ＨＰ ２(  ８％) 

⑦その他 １(  ４％) 

計 ２６(１００％) 

○来場者数     ： ３５名   ○当日視聴者数    ：１０３名 
○アンケート回答者数： ２６名 

～10代

19%

20代

19%

30代

8%

40代

23%

50代

15%

60代

8%

70代～

8%
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５大学合同シンポジウム 

○基調講演について 

大変満足 １３( ５０％) 

満足 ９(  ３５％) 

どちらともいえない ０(  ０％) 

ややもの足りない １(  ４％) 

もの足りない ０(  ０％) 

無記入 ３( １２％)  

計 ２６(１００％) 

 

 

○パネルディスカッションについて 

大変満足 １２( ４６％) 

満足 １１( ４２％) 

どちらともいえない ０(  ０％) 

ややもの足りない ０(  ０％) 

もの足りない ０(  ０％) 

無記入 ３( １２％)  

計 ２６(１００％) 

 

 

○感想等 

【シンポジウム感想等】 

・このテーマは、近年多くの人が共通して関心を寄せていることだと感じます。最新の科学的知

識をわかりやすく解説していただき、その上で自分達のできることを考え、またそれを共有す

ることができる貴重な機会となりました。 

・現在の資料や過去の被害、質問についても、丁寧に読み解き、分析してくださっていたので、

知識の穴が埋まる有意義な講演でした。ありがとうございました。 

・基調講演では、南海トラフや青森県のことについて、新たに知る内容があった。青森のことを

きいてより身近に感じた。 

・いつ、どこで災害の被害が大きくなるのか、巨大地震はどのくらいの確率で起きるかなどとて

もためになる話を聞くことができてとても良かったです。 

 

 

５５．． 事事業業成成果果  

 会場を訪れた参加者からは、「行政の視点と住民の視点から話を聞けたことは大変貴重だと感じ

た。年末年始、家族と防災について話し合ってみたいと感じることができた」、「パネルディス

カッションで同じ大学生の意見・考え方を聞くことができて大変よい機会であった。」などの声

が聞かれ、有意義なシンポジウムとなった。 

 

大変満足

50%
満足

35%

ややもの足り

ない

4% 無記入

11%

大変満足

46%

満足

42%

無記入

12%
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５大学合同シンポジウム 
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もの足りない ０(  ０％) 
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○パネルディスカッションについて 

大変満足 １２( ４６％) 

満足 １１( ４２％) 

どちらともいえない ０(  ０％) 

ややもの足りない ０(  ０％) 

もの足りない ０(  ０％) 

無記入 ３( １２％)  

計 ２６(１００％) 

 

 

○感想等 

【シンポジウム感想等】 

・このテーマは、近年多くの人が共通して関心を寄せていることだと感じます。最新の科学的知

識をわかりやすく解説していただき、その上で自分達のできることを考え、またそれを共有す

ることができる貴重な機会となりました。 

・現在の資料や過去の被害、質問についても、丁寧に読み解き、分析してくださっていたので、

知識の穴が埋まる有意義な講演でした。ありがとうございました。 

・基調講演では、南海トラフや青森県のことについて、新たに知る内容があった。青森のことを

きいてより身近に感じた。 

・いつ、どこで災害の被害が大きくなるのか、巨大地震はどのくらいの確率で起きるかなどとて

もためになる話を聞くことができてとても良かったです。 

 

 

５５．． 事事業業成成果果  

 会場を訪れた参加者からは、「行政の視点と住民の視点から話を聞けたことは大変貴重だと感じ

た。年末年始、家族と防災について話し合ってみたいと感じることができた」、「パネルディス

カッションで同じ大学生の意見・考え方を聞くことができて大変よい機会であった。」などの声

が聞かれ、有意義なシンポジウムとなった。 

 

大変満足

50%
満足

35%

ややもの足り

ない

4% 無記入

11%

大変満足

46%

満足

42%

無記入

12%

各大学公開講座等助成事業 

各各大大学学公公開開講講座座等等助助成成事事業業  
 

 

１１．． 各各大大学学公公開開講講座座等等助助成成事事業業ととはは  

本コンソーシアムを構成する弘前市内５大学が行う公開講座等事業（以下「事業」）の実施を

補助することにより、各大学の特色を活かしながら蓄積する知を広く市民に向けて発信・還元す

ることで、高等教育機関が集結する「学都ひろさき」を強く印象づけるとともに、市民が本コン

ソーシアム及び大学を身近な存在であると感じ、市民による大学の活用を促すことを目的とす

る。 

  

２２．． 補補助助をを行行っったた事事業業  

（（１１）） 放放送送大大学学青青森森学学習習セセンンタターー                                                     

事業名称 
放送大学青森学習センター公開講演会 

「青森県の伝統工芸品～全国の工芸品と比較して～」 

主催 放送大学青森学習センター 

内容 

令和６年１０月１７日現在、全国の産業工芸指定品

目は２４３品目あり、伝統工芸品は美術的な視点から

文部科学省、産業的な視点から経済産業省が主管して

います。 

今回は、日本の伝統的工芸品と青森県の工芸品と

を比較し、県指定の主要な工芸品の現状を延べます。 

そこから、伝統工芸品と伝統的工芸品、民芸品など

の違いや、県内各地域の工芸品の紹介を行います。   

日時 
①令和６年１０月２６日（土）１３：３０～１５:００ 

②令和６年１１月 ２日（土）１３：３０～１５:００ 

会場 
①八戸会場（ユートリー４階 研修室） 

②弘前会場（青森学習センター講義室） 

実施状況等 

 

参加者数 

①八戸会場：２９名       

②弘前会場：２４名 

 

 

 

 

 

 

 

事業チラシ 

八戸会場の様子 

チラシ 

弘前会場の様子 
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各大学公開講座等助成事業 

  

（（２２）） 弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学短短期期大大学学部部  

事業名称 弘前医療福祉大学短期大学部「青森県産食材を使った卒業料理作品展」 

主催 弘前医療福祉大学短期大学部 別科 調理師養成１年課程 

内容 

学習成果発表の場として、青森県産食材を使

用した日本・西洋・中国料理のコースメニュー

を考案・製作して展示・公開し、調理実習担当

講師による表彰のほかに、一般来場者による投

票を実施した。 

また、津軽を代表する郷土料理として昔から

親しまれてきた「粥の汁（けのしる）」を、若い

世代の視点から工夫した「ごま豆乳もちもち粥

の汁」として試食を提供した。 

さらに、県産食材を使用した料理を紹介する

ことにより、県産食材の消費拡大につながるこ

とを願うとともに「食」にかかわる様々な話題や情報を発信した。 

日時 令和７年２月２２日（土）１１時３０分～１５時００分 

会場 土手町コミュニケーションプラザ１階 多目的ホール 

実施状況等 

 

○参加者数：１０２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業の様子 

事業チラシ 
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各大学公開講座等助成事業 

  

（（２２）） 弘弘前前医医療療福福祉祉大大学学短短期期大大学学部部  

事業名称 弘前医療福祉大学短期大学部「青森県産食材を使った卒業料理作品展」 

主催 弘前医療福祉大学短期大学部 別科 調理師養成１年課程 

内容 

学習成果発表の場として、青森県産食材を使

用した日本・西洋・中国料理のコースメニュー

を考案・製作して展示・公開し、調理実習担当

講師による表彰のほかに、一般来場者による投

票を実施した。 

また、津軽を代表する郷土料理として昔から

親しまれてきた「粥の汁（けのしる）」を、若い

世代の視点から工夫した「ごま豆乳もちもち粥

の汁」として試食を提供した。 

さらに、県産食材を使用した料理を紹介する

ことにより、県産食材の消費拡大につながるこ

とを願うとともに「食」にかかわる様々な話題や情報を発信した。 

日時 令和７年２月２２日（土）１１時３０分～１５時００分 

会場 土手町コミュニケーションプラザ１階 多目的ホール 

実施状況等 

 

○参加者数：１０２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業の様子 

事業チラシ 

各大学公開講座等助成事業 

（（３３）） 柴柴田田学学園園大大学学短短期期大大学学部部  

事業名称 
特別公開講座 

「～作って食べる日本のアート～練り切り作り」 

主催 柴田学園大学短期大学部 地域文化センター 

内容 

和菓子は日本の歴史や季節感から生まれた

伝統文化であるとともに、それぞれの地域に根

差した食文化を表すものである。中でも、「練り

切り」は四季折々の植物や風物を象った芸術的

な和菓子で、最近では和に限らず、ハロウィン

やクリスマスをモチーフにしたデザインも親

しまれ喜ばれている。今回、定期的に和菓子教

室を開催している講師の指導を仰ぎながら、日

本の食文化を代表する和菓子の１種である「練

り切り」の制作を広く一般市民に向けて開講し

た。 
参加者は親子や友人など世代を超えて集まり、専門の器具で職人の技法に

も挑戦した。１テーブルにつき４組程度を配置し、講師の指導を仰ぎながら、

「雪ひとかけら」「冬の花」「サンタクロース」「クリスマスツリー」の練り

切りを各自４種類作製した。 

日時 令和６年１１月３０日（土） １０：００～１１：３０ 

会場 柴田学園大学短期大学部 平成館１階 第１調理実習室 

実施状況等 

○参加者数：３１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

事業チラシ 

事業の様子 
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各大学公開講座等助成事業 

（（４４））柴柴田田学学園園大大学学  

事業名称 
特別公開講座 

「絵本のごちそうクッキングー親子時間を楽しもうー」 

主催 柴田学園大学 地域資源活用研究センター 

内容 

子どもの想像力や自立心を高めるため、絵本

の世界を楽しみながら「よんでつくってたべて

たのしむ」をねらいとした①「プリンちゃん」「ル

ルとララのカスタードプリン」②「おかしのずか

ん」などの読み聞かせを行った後に、実際にその

絵本に出てきたおやつを親子で調理する。 
 

日時 
令和６年８月３日（土）  １０：００～１２：００ 

令和６年１２月７日（土） １０：００～１２：００ 

会場 柴田学園大学 調理学実習室・学生ホール 

実施状況等 

○参加者数 

①８月３日（土）：２９名  

②１２月７日（土）：３０名 

 

 

 

 

 

 

 

    

事業チラシ 

８月３日の様子 

１２月７日の様子 
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各大学公開講座等助成事業 

（（４４））柴柴田田学学園園大大学学  

事業名称 
特別公開講座 

「絵本のごちそうクッキングー親子時間を楽しもうー」 

主催 柴田学園大学 地域資源活用研究センター 

内容 

子どもの想像力や自立心を高めるため、絵本

の世界を楽しみながら「よんでつくってたべて

たのしむ」をねらいとした①「プリンちゃん」「ル

ルとララのカスタードプリン」②「おかしのずか

ん」などの読み聞かせを行った後に、実際にその

絵本に出てきたおやつを親子で調理する。 
 

日時 
令和６年８月３日（土）  １０：００～１２：００ 

令和６年１２月７日（土） １０：００～１２：００ 

会場 柴田学園大学 調理学実習室・学生ホール 

実施状況等 

○参加者数 

①８月３日（土）：２９名  

②１２月７日（土）：３０名 

 

 

 

 

 

 

 

    

事業チラシ 

８月３日の様子 

１２月７日の様子 

各大学公開講座等助成事業 

３３．． 補補助助事事業業実実施施にによよるる成成果果    

  本コンソーシアム構成機関が、各大学の特色を活かしたテーマを設定し公開講座を開催し、各

大学が持つ知的シーズを提供した。これにより、高等教育機関が有する学術機能を地域社会に還

元し、弘前市における教育・文化等の向上に寄与し、地域振興に貢献した。加えて、市民に｢学

都ひろさき｣を印象づけ、市民による大学の活用を促すことが出来た。 

 

 

【【参参考考】】同同事事業業のの要要項項 

（１）補助対象事業 

次に掲げる条件のいずれかを満たす事業を補助対象事業とする。なお、学園祭で市民向けの

公開講座として開催する事業は、補助対象外とする。 

① 広く一般市民を対象とするもの 

② より市民の目に触れ、より市民が参加しやすい形態で行われるもの（街なかの施設等、大

学外の会場で行うなど） 

 

（２）補助金の交付額と補助対象経費 

① 補助金の額は、原則、１大学あたり上限５０、０００円とする。 

② 補助対象経費は、事業を実施するために必要な以下の経費とする。 

・会場借上費 

・チラシ・ポスター等印刷費（制作費） 

・チラシ・ポスター等発送費      

・事業実施に係る消耗品費 

・外部講師謝金 

・各号に掲げるもののほか、本コンソーシアム会長が必要と認めたもの 
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令和６年度活動報告 

Ⅲ．学生交流事業 
 
  
 
 
 
 
 
 





学生団体シンポジウム 

学学生生団団体体シシンンポポジジウウムム  

～～５５大大学学  とと  学学生生１１万万人人  がが弘弘前前ををつつくくるる～～  

  

  

１１．． 趣趣旨旨  

近年、地域に関心を持ち、地域活性化や地域貢献、ＰＢＬ（Ｐｒｏｂｌｅｍ Ｂａｓｅｄ  

Ｌｅａｒｎｉｎｇ：問題解決型学習法）として、ゼミや研究室、課外活動で、地域に出て活動を

する学生が増え、それぞれに一定の成果をあげている。 

しかし、団体同士の繋がりは薄く、連携がとれないことや特定の地域のみの活動、学生の地域

に根ざした活動を知らない市民が多いことが課題である。 

そこで、学生の活動を広く公開することで、学生が弘前市を盛り上げている現状を多くの市民

が知ることのほか、大学の枠を越えた学生同士の交流の場をつくり、団体同士の繋がり強化、さ

らなる活発な活動を目指す。 

 

 

２２．． 概概要要  

学生団体シンポジウム 

～５大学 と 学生１万人 が 弘前をつくる～ 

 ○日時 

令和７年２月２３日（日）１３時００分～１５時２０分 
 

○会場及び配信方法 

会場：土手町コミュニティパーク 多目的ホール 

配信：アップルストリーム配信 

   ＵＲＬ https://applestream.jp/16380/ 
 

○プログラム 

１３時００分 ： 開会（挨拶等） 

１３時０５分 ： 学生地域活動支援事業 成果発表会 

１４時１５分 ： 休憩 

１４時２５分 ： 学生団体活動発表 

１４時３５分 ： 講評（コンソーシアム企画運営委員） 

１５時２０分 ： 閉会 
 

○共催 

弘前市 
 

○来場者数 

  約３０名（学生、市民、大学及び行政関係者等） 

 

 ◯LIVE配信視聴者数 

  約１３０名 

 

  

シンポジウムポスター 
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学生団体シンポジウム 

  

３３．． 参参加加学学生生団団体体  

  

  

  

  

  

  

  

会会場場のの様様子子  
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学生団体シンポジウム 

  

３３．． 参参加加学学生生団団体体  

  

  

  

  

  

  

  

会会場場のの様様子子  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

学生団体シンポジウム 
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学生団体シンポジウム 

４４．． アアンンケケーートト  

              

 

  

  

  

○回答者内訳 

 【所属別】 

所属等 回答数 (％) 

Ａ．弘前大学 ９( ４１％) 

Ｂ．弘前学院大学 ５( ２３％) 

Ｃ．柴田学園大学 １(  ５％) 

Ｄ．弘前医療福祉大学 ２(  ９％) 

Ｅ．弘前医療福祉大学（短） ２(  ９％) 

Ｆ．放送大学 ０(  ０％) 

Ｇ．その他 １(  ５％) 

Ｈ．無記入 ２(  ９％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

【学年別】 

学年 回答数 (％) 

① １年 １(  ５％) 

② ２年 ４( １８％) 

③ ３年 ６( ２７％) 

④ ４年  ２(  ９％) 

⑤ その他 ６( ２７％) 

⑥無記入 ３( １４％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

○「学生団体シンポジウム」の内容について 

 回答数 (％) 

Ａ．とても良い  ８( ３６％) 

Ｂ．良い １０( ４５％) 

Ｃ．普通 ３( １４％) 

Ｄ．悪い ０(  ０％) 

Ｅ．とても悪い ０(  ０％) 

Ｆ．無記入 １(  ５％) 

計 ２２ (１００％) 

 

○対象者 ： 参加学生等    ○回答者数／参加者数 ： ２２名／３４名 
○回答率 ： ６４．７％ 

弘前大学

41%

弘前学

院大学

23%
柴田学

園大学

4%

弘前医療

福祉大学

9%

弘前医

療福祉

大学(短)
9%

その他

5% 無記入

9%

１年

5%
２年

18%

３年

27%
４年

9%

その他

27%

無記入

14%

とても良い

36%

良い

45%

普通

14%

無記入

5%
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学生団体シンポジウム 

４４．． アアンンケケーートト  

              

 

  

  

  

○回答者内訳 

 【所属別】 

所属等 回答数 (％) 

Ａ．弘前大学 ９( ４１％) 

Ｂ．弘前学院大学 ５( ２３％) 

Ｃ．柴田学園大学 １(  ５％) 

Ｄ．弘前医療福祉大学 ２(  ９％) 

Ｅ．弘前医療福祉大学（短） ２(  ９％) 

Ｆ．放送大学 ０(  ０％) 

Ｇ．その他 １(  ５％) 

Ｈ．無記入 ２(  ９％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

【学年別】 

学年 回答数 (％) 

① １年 １(  ５％) 

② ２年 ４( １８％) 

③ ３年 ６( ２７％) 

④ ４年  ２(  ９％) 

⑤ その他 ６( ２７％) 

⑥無記入 ３( １４％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

○「学生団体シンポジウム」の内容について 

 回答数 (％) 

Ａ．とても良い  ８( ３６％) 

Ｂ．良い １０( ４５％) 

Ｃ．普通 ３( １４％) 

Ｄ．悪い ０(  ０％) 

Ｅ．とても悪い ０(  ０％) 

Ｆ．無記入 １(  ５％) 

計 ２２ (１００％) 

 

○対象者 ： 参加学生等    ○回答者数／参加者数 ： ２２名／３４名 
○回答率 ： ６４．７％ 

弘前大学

41%

弘前学

院大学

23%
柴田学

園大学

4%

弘前医療

福祉大学

9%

弘前医

療福祉

大学(短)
9%

その他

5% 無記入

9%

１年

5%
２年

18%

３年

27%
４年

9%

その他

27%

無記入

14%

とても良い

36%

良い

45%

普通

14%

無記入

5%

学生団体シンポジウム 

○「学生団体シンポジウム」への参加について 

（１）類似イベント等への参加経験 

 回答数 (％) 

Ａ．初めて参加 １４( ６４％) 

Ｂ．２回目 ２( ９％) 

Ｃ．３回目 ０(  ０％) 

Ｄ．４回目以上 ５( ３６％) 

Ｅ．無記入 １( １４％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

（２）「学生団体シンポジウム」に参加した理由（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※【その他】の理由（一部抜粋） 

   ・先輩に勧められて。 

   ・頼まれたから。 

 

（３）「学生団体シンポジウム」に参加した感想（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

（人） 

（人） 

初めて参加

64%
２回目

9%

４回目以上

23%

無記入

4%

指導教員のすすめ (18%)

発表の場を求めて (18%)

他大学生と交流したいから（0％）

面白そうだから (23%)

その他（36％）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

楽しかった（50％）

つまらなかった（0％）

ふつう（9％）

自分のためになった（27％）

他校の友達ができた（0％）

市民と交流できてよかった（0％）

自信がついた（5％）

他校の活動を知ることができ、刺激になった（27％）

その他（0％）

0 2 4 6 8 10 12

− 81 −



学生団体シンポジウム 

（４）来年も「学生団体シンポジウム」に参加したいか 

 回答数 (％) 

Ａ．是非参加したい １１(  ５０％) 

Ｂ．指導教員にすすめられれば参加すると思う １(   ５％) 

Ｃ．卒業予定なので参加出来ない ３(  １４％) 

Ｄ．できれば参加したくない １(   ５％) 

Ｅ．後輩にすすめる ３(  １４％) 

Ｆ．無記入 ３(  １４％) 

計 ２２(１００％) 

※回答の理由（一部抜粋） 

 Ａ．是非参加したい 

  ・活動について知って欲しい為。 

  ・学生の地域貢献について 

   知ることができる。 

  ・活動の意義について改めて 

考える機会になる。 

Ｄ．できれば参加したくない 

 ・他団体との交流感がなく、 

発表会のみだった為。 

 

 

○「学生団体シンポジウム」の会場・時間配分について 

（１）活動発表の時間 

 回答数 (％) 

Ａ．短かった  ３( １４％) 

Ｂ．ちょうど良かった １９( ８６％) 

Ｃ．長かった ０(  ０％) 

Ｄ．その他 ０(  ０％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

 

（２）ポスター展示ブースの広さ 

 回答数 (％) 

Ａ．狭かった １(   5％) 

Ｂ．ちょうど良かった １９( ８６％) 

Ｃ．広かった ０(  ０％) 

Ｄ. その他 ０(  ０％) 

Ｅ. 無記入 ２(  ９％) 

計 ２２(１００％) 

 

是非参加し

たい

50%

指導教員にすすめられ

れば参加すると思う

4%

卒業予定なので参

加できない

14%

できれば参加し

たくない

4%

後輩に勧める

14%
無記入

14%

短かっ

た

14%

ちょうど良かった

86%

狭かった

5%

ちょうど良かった

95%
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学生団体シンポジウム 

（４）来年も「学生団体シンポジウム」に参加したいか 

 回答数 (％) 

Ａ．是非参加したい １１(  ５０％) 

Ｂ．指導教員にすすめられれば参加すると思う １(   ５％) 

Ｃ．卒業予定なので参加出来ない ３(  １４％) 

Ｄ．できれば参加したくない １(   ５％) 

Ｅ．後輩にすすめる ３(  １４％) 

Ｆ．無記入 ３(  １４％) 

計 ２２(１００％) 

※回答の理由（一部抜粋） 

 Ａ．是非参加したい 

  ・活動について知って欲しい為。 

  ・学生の地域貢献について 

   知ることができる。 

  ・活動の意義について改めて 

考える機会になる。 

Ｄ．できれば参加したくない 

 ・他団体との交流感がなく、 

発表会のみだった為。 

 

 

○「学生団体シンポジウム」の会場・時間配分について 

（１）活動発表の時間 

 回答数 (％) 

Ａ．短かった  ３( １４％) 

Ｂ．ちょうど良かった １９( ８６％) 

Ｃ．長かった ０(  ０％) 

Ｄ．その他 ０(  ０％) 

計 ２２(１００％) 

 

 

 

（２）ポスター展示ブースの広さ 

 回答数 (％) 

Ａ．狭かった １(   5％) 

Ｂ．ちょうど良かった １９( ８６％) 

Ｃ．広かった ０(  ０％) 

Ｄ. その他 ０(  ０％) 

Ｅ. 無記入 ２(  ９％) 

計 ２２(１００％) 

 

是非参加し

たい

50%

指導教員にすすめられ

れば参加すると思う

4%

卒業予定なので参

加できない

14%

できれば参加し

たくない

4%

後輩に勧める

14%
無記入

14%

短かっ

た

14%

ちょうど良かった

86%

狭かった

5%

ちょうど良かった

95%

学生団体シンポジウム 

○「改善すべき」と感じた点（複数回答可） 

 回答数 (％) 

Ａ．募集方法 ４( １８％) 

Ｂ．開催時期 １(  ５％) 

Ｃ. 開催場所 ０(  ０％) 

Ｄ．パンフレット ０(  ０％) 

Ｅ．発表団体数   １(   5％) 

Ｆ．展示ブース数 １(   5％) 

Ｇ．会場レイアウト ０(  ０％) 

Ｈ．特になし ７( ３２％) 

Ｉ．無記入 ８( ３６％) 

計 ２２(１００％) 

※【改善すべき点】の意見（一部抜粋） 

・質疑応答の時間が短い。 

・サークル全体に声掛けし、シンポジウムについて知っている団体を増やした方が良いと思う。 

・活動についての質問や発言をしやすくするために、いくつかのブースで近い距離で交流でき

るようにすると良いと思う。 

 ・もっと幅広く他大学の活動を知りたい、いい機会なのでもっと多くの学生や市民に訪れて欲

しい。 

 

○シンポジウム感想（一部抜粋） 

 ・今回このような機会に参加することができ、新たに課題を発見できたのでよかった。 

 ・それぞれ地域のためを思って活動していて、発見もあり、学びにもつながった。今年も来れ

て良かった。 

 ・今回初めて参加し、他の団体の発表を聞いて、こんな活動をしているのだと知り刺激を受け

た。弘前は大学が多いので、その中で大学生活を送って同世代の人から刺激をもらえるため、

弘前の大学を選んで良かったなと思った。 

 ・色々な活動があって楽しかった。地域活性化になるため、様々な視点からアセスメントして

いくことが大切だと思うため、今後も続けてほしい。 

 ・他の団体が地域にどのような思いで貢献しているのか、どのような活動をしているのか知る

ことができて、ためになった。来年はもう少し参加団体が増え、よりにぎやかに、交流でき

る場になればいいなと思った。 

 

５５．． 事事業業成成果果  

会場には約３０名の市民、学生、関係者が来場し賑わいを創出することができた。普段関わる

ことが無い異なる大学の学生が意見交換を行うことで、互いの活動情報を共有することができた。 

また、アップルストリームの LIVE配信では約１３０名の視聴があり、見逃し用のアーカイブ配

信では約１０日間（令和７年３月６日時点）で約１５０回の視聴があった。これにより、当日来

場出来なかった市民の方にも広く活動内容を周知することが出来た。 

 

  

  

募集方法

18%

開催時期

4%

発表団体

数

5%

展示ブース

数

5%

特になし

32%

無記入

36%
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学生団体シンポジウム 

６６．． 反反省省点点・・改改善善点点  

○参加団体が少ない、もっと見たいとの意見が散見された。また、昨年よりも来場者数が減少し

たため、事業の周知について改めて検討したい。 

○学生間で交流できる場が質疑応答や休憩時間しか無かったため、意見交換があまりなされなか

った。（アンケート意見あり）。発表の前後に学生間で交流できる時間を設ける等、学生が交流

しやすい環境作り、工夫が必要。 
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学生団体シンポジウム 

６６．． 反反省省点点・・改改善善点点  

○参加団体が少ない、もっと見たいとの意見が散見された。また、昨年よりも来場者数が減少し

たため、事業の周知について改めて検討したい。 

○学生間で交流できる場が質疑応答や休憩時間しか無かったため、意見交換があまりなされなか

った。（アンケート意見あり）。発表の前後に学生間で交流できる時間を設ける等、学生が交流

しやすい環境作り、工夫が必要。 

ひろさき移動キャンパス 

ひひろろささきき移移動動キキャャンンパパスス  
 

１１．． ひひろろささきき移移動動キキャャンンパパススととはは  

本コンソーシアムを構成する５大学が共同で「学都ひろさき」の魅力を県外にアピールする

ことにより、弘前で学びたいという学生の増加を目指し、また、他地域コンソーシアムとの交

流を深め、本コンソーシアムの充実を図ることを目的として、北海道函館市の「キャンパス・

コンソーシアム函館（ＣＣＨ）」が主催する「ＨＡＫＯＤＡＴＥアカデミックリンク」に、本コ

ンソーシアム構成機関の所属する学生団体がブース出展をする。 

  

  

２２．． 概概要要  

◯開催日 

２０２４年１１月１０日（日） 

◯会場 

函館市青年センター（函館市千代台町２７－５）  

◯対象 

中学生・高校生・一般市民・地元企業関係者ほか 

◯内容 

ＣＣＨ加盟８校のブース発表、ステージ発表 

特別参加の高等学校・大学の学生らによるブース発表 

企業・団体によるブース発表 

 

 

３３．． 出出展展内内容容  

○チーム名 

学生委員会「いしてまい」  

○タイトル 

より良い弘前を創る・発信する  

○内容 

いしてまいとは「大学コンソーシアム学部ひろさき」

に加盟している弘前市内 5 大学の学生が「弘前のため

に何ができるのか」を考え企画・実行をしている学生

団体です。各大学教職員や弘前市役所職員のバックア

ップのもと、地域の自立と発展を図っていくことを目

的としています。いしてまいは 津軽弁で「良すぎて仕

方がない」という意味を表しており「弘前市のことを

知りたい」、「地域に関わった活動をしてみたい」とい

う思いを持った学生たちが、日々楽しく活動していま

す。主な活動は「飲食店企画」、「衣類回収ボックス設

置」、「伝統文化企画」、「弘前市博物館への取材活動」

です。今回は活動の目的・手段・成果・今後の課題に

ついて発表しました。 
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ひろさき移動キャンパス 

４．会場の様子 

 

 

 

５． 参加による成果・効果（学生委員会からの報告） 

他団体の活動を知り、自分らの活動を紹介できたことは、今後の活動への励みになり、また

活動の幅を拡げる機会となった。 

 

６． 今後の活動に向けて 

来年度もさらに充実した活動ができるように、今回得た経験を活かしていきたい。 
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ひろさき移動キャンパス 

４．会場の様子 

 

 

 

５． 参加による成果・効果（学生委員会からの報告） 

他団体の活動を知り、自分らの活動を紹介できたことは、今後の活動への励みになり、また

活動の幅を拡げる機会となった。 

 

６． 今後の活動に向けて 

来年度もさらに充実した活動ができるように、今回得た経験を活かしていきたい。 

 

学生委員会「いしてまい」活動 

学生委員会「いしてまい」活動 
 

 

１１．．飲飲食食店店紹紹介介企企画画    

  

（（11））企企画画のの意意義義・・必必要要性性／／期期待待さされれるる効効果果   

弘前にある飲食店を学生が直接取材して SNS にて紹介することで、学生を中心とした弘前の人々

が足を運ぶきっかけにしてもらう。  

 

（（22））実実施施ススケケジジュューールル    

1 プリムヴェール 2024年 7月 20日投稿 

 

２２．．衣衣類類回回収収ボボッッククスス    

  

（（11））企企画画のの意意義義・・必必要要性性／／期期待待さされれるる効効果果   

昨年に引き続き衣類回収に取り組み SDGs への貢献を行いたいと考えた。ただ今年は活動へ参加で

きる人数が少ないこと、他団体から声をかけていただいたこともあり、他の衣類回収への協力と

いう形で企画を進めた。また主要なリサイクルショップが両大学付近にないため、身近で衣類回

収することによって、リサイクルに対するハードルを下げることも目的の一つとした。   

 

（（22））実実施施ススケケジジュューールル  

１ 古着大回収 in ひろさき 2024年 7月 14日 

２ E festival いいフェス 2024年 11月 30日∼12月 1日 
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学生委員会「いしてまい」活動 

 

  

３３．．弘弘前前市市立立博博物物館館へへのの取取材材  

 

（（11））企企画画のの意意義義・・必必要要性性／／期期待待さされれるる効効果果   

学生目線で取材活動および情報発信することによって、弘前市立博物館が抱えている「より多く

の学生に来館して欲しい」という課題解決の一翼を担う。また、来街者の増加にもつながること

から、まちのにぎわい創出にも効果があると考える。  

 

（（22））実実施施ススケケジジュューールル  投投稿稿ははイインンススタタへへのの投投稿稿日日  

１ 雛と兜 2024年 4月 11日投稿 

２ 博物館の初夏もの語り 2024年 6月 26日投稿 

３ 発掘された日本列島 2024 2024年 8月 28日投稿 

４ 魯山人の宇宙-魂を刳る美が欲しい— 2024年 11月 13日投稿 

５ いのちなりけり 没後 250年 建部綾足 2024年 12月 10日取材済み 

 

  

  

 

− 88 −



学生委員会「いしてまい」活動 

 

  

３３．．弘弘前前市市立立博博物物館館へへのの取取材材  

 

（（11））企企画画のの意意義義・・必必要要性性／／期期待待さされれるる効効果果   

学生目線で取材活動および情報発信することによって、弘前市立博物館が抱えている「より多く

の学生に来館して欲しい」という課題解決の一翼を担う。また、来街者の増加にもつながること

から、まちのにぎわい創出にも効果があると考える。  

 

（（22））実実施施ススケケジジュューールル  投投稿稿ははイインンススタタへへのの投投稿稿日日  

１ 雛と兜 2024年 4月 11日投稿 

２ 博物館の初夏もの語り 2024年 6月 26日投稿 

３ 発掘された日本列島 2024 2024年 8月 28日投稿 

４ 魯山人の宇宙-魂を刳る美が欲しい— 2024年 11月 13 日投稿 

５ いのちなりけり 没後 250年 建部綾足 2024年 12月 10 日取材済み 

 

  

  

 

学生委員会「いしてまい」活動 

  

４４．．伝伝統統文文化化企企画画    

  

（（11））企企画画のの意意義義・・必必要要性性／／期期待待さされれるる効効果果   

弘前市内の伝統文化の取材・体験をし、SNSでの発信を行うことで、市内の大学に通う学生に対し

て弘前の魅力をさらに知ってもらう。  

◯県内外出身者に対して弘前の伝統文化の魅力を発信する。  

◯実際に大学生である委員自身が取材・体験をすることで伝統文化をより身近なものとして感じ

てもらえるようにする。  

 

（（22））実実施施内内容容 

１ 古作こぎんの小さな展示室 ゆめみるこぎん館 2024年 7月 24日 

２ 津軽天然藍染川崎染工場 2024年 12月 4日 
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学生委員会「いしてまい」活動 

  

５５．．活活動動をを通通ししてて 

飲食店企画の課題として、大学周辺の飲食店を紹介してきたため候補が少なくなってきており、

地域の拡大や情報収集の方法を検討する必要がある。またすべての企画において人手が足りない

ために投稿頻度や参加者に偏りがあることが課題に上がった。 

ただ今年も全企画を行えたことはよかったので、今後も活動内容を検討しつつ、よりよい学生

委員会にできたらと思う。 
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学生委員会「いしてまい」活動 

  

５５．．活活動動をを通通ししてて 

飲食店企画の課題として、大学周辺の飲食店を紹介してきたため候補が少なくなってきており、

地域の拡大や情報収集の方法を検討する必要がある。またすべての企画において人手が足りない

ために投稿頻度や参加者に偏りがあることが課題に上がった。 

ただ今年も全企画を行えたことはよかったので、今後も活動内容を検討しつつ、よりよい学生

委員会にできたらと思う。 
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〒036-8560 青森県弘前市文京町1（弘前大学社会連携部社会連携課内）
［TEL］ 0172-39-3160　［FAX］ 0172-39-3919　［E-mail］ conso@hirosaki-u.ac.jp

大学コンソーシアム学都ひろさき

構　　成　　機　　関

弘前大学

〒036-8560　青森県弘前市文京町1
［TEL］0172-36-2111（代表）
［ホームページURL］
https://www.hirosaki-u.ac.jp/

弘前学院大学

〒036-8577　青森県弘前市稔町13-1
［TEL］0172-34-5211（代表）
［ホームページURL］
https://www.hirogaku.ac.jp/

柴田学園大学

〒036-8530　青森県弘前市清原1-1-16
［TEL］0172-33-2289（代表）
［ホームページURL］
https://univ.shibata.ac.jp

放送大学
青森学習センター

〒036-8003　弘前市駅前町9-20 ヒロロ４階
［TEL］0172-38-0500（代表）
［ホームページURL］
https://www.sc.ouj.ac.jp/center/aomori/

弘前医療福祉大学
弘前医療福祉大学短期大学部

〒036-8102　青森県弘前市小比内3-18-1
［TEL］0172-27-1001（代表）
［ホームページURL］
https://www.hirosakiuhw.jp/

http://www.consortium-hirosaki.jp/

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 




